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第 ２ 回   熊本県議会  教育警察常任委員会会議記録 

 

平成25年４月25日(木曜日) 

            午後１時59分開議 

            午後３時22分休憩 

            午後３時28分開議

            午後５時５分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 平成25年度主要事業等の説明 

   ――――――――――――――― 

出席委員(８人) 

        委 員 長 髙 野 洋 介 

        副委員長 九 谷 高 弘 

        委  員 山 本 秀 久 

        委  員 早 川 英 明 

        委  員  荒 木 章 博 

        委  員 松 田 三 郎 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 前 田 憲 秀 

欠席委員(なし) 

委員外議員(なし)                   

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 教育委員会 

         教育長 田 崎 龍 一 

教育理事 柳 田 幸 子 

総括審議員兼教育指導局長 瀬 口 春 一 

教育総務局長 柳 田 誠 喜 

教育政策課長 能 登 哲 也 

学校人事課長 山 本 國 雄 

社会教育課長 石 川 仙太郎 

文化課長 小 田 信 也 

        施設課長 清 原 一 彦 

      高校教育課長 上 川 幸 俊 

政策監兼高校整備推進室長 田 村 真 一 

義務教育課長 緒 方 明 治 

特別支援教育課長 髙 橋 次 郎 

人権同和教育課長 池 田 一 也 

体育保健課長 平 田 浩 一 

警察本部 

本部長 西 郷 正 実 

警務部長 黑 岩   操 

生活安全部長 浦 次 省 三 

刑事部長 浦 田   潔 

交通部長 木 庭   強 

        警備部長 吹 原 直 也 

       首席監察官 吉 長 立 志 

参事官兼警務課長 福 田 泰 三 

参事官兼会計課長 牧 野 一 矢 

理事官兼総務課長 奥 田 隆 久 

理事官兼監察課長 村 上 文 明 

参事官兼生活安全企画課長 甲 斐 利 美 

参事官兼刑事企画課長 林   修 一 

参事官兼交通企画課長 髙 山 広 行 

理事官兼交通規制課長 安 武 秀 則 

参事官兼警備第一課長 佐 藤 正 泉 

 ――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

     議事課課長補佐 小 夏   香 

     政務調査課主幹 山 鹿 公 嗣  

――――――――――――――― 

午後１時59分開議 

○髙野洋介委員長 それでは、ただいまから

第２回教育警察常任委員会を開会いたしま

す。 

 それでは、開会に当たりまして、一言御挨

拶を申し上げます。 

 さきの委員会におきまして委員長に選任い

ただきました髙野洋介でございます。今後１

年間、九谷副委員長とともに、誠心誠意円滑

な委員会運営に努めてまいりたいと思います

ので、どうぞよろしくお願いいたします。委

員各位におかれましても御指導、御鞭撻をい
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ただくとともに、教育長、警察本部長を初め

とする執行部の皆様におかれましても御協力

のほどよろしくお願いいたします。簡単では

ございますが、挨拶にかえさせていただきま

す。 

 続きまして、九谷副委員長から挨拶をお願

いします。 

 

○九谷高弘副委員長 同じくさきの委員会に

おきまして副委員長に選任いただきました九

谷でございます。今後１年間、髙野委員長を

補佐し、一生懸命円滑な委員会運営に努めて

まいりますので、どうぞよろしくお願い申し

上げます。また、委員の先生各位、そして執

行部の皆様方、御協力をどうぞよろしくお願

い申し上げます。簡単ではございますが、御

挨拶とさせていただきます。よろしくお願い

します。 

 

○髙野洋介委員長 本日の委員会は、執行部

を交えての初めての委員会でありますので、

執行部の幹部職員の自己紹介をお願いいたし

ます。 

 なお、自己紹介は課長以上にお願いし、審

議員、課長補佐につきましては、お手元の委

員会資料の幹部職員名簿で御承知おきいただ

きたいと思います。 

 それでは、教育委員会田崎教育長から順次

お願いいたします。 

  （田崎教育長、柳田教育理事～平田体育

保健課長の順に自己紹介) 

○髙野洋介委員長 次に、警察本部の自己紹

介をお願いいたします。 

  （西郷警察本部長、黑岩警務部長～坂口

機動隊長の順に自己紹介) 

○髙野洋介委員長 以上、このメンバーで審

議を行いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、教育委員会、警察本部の順に主

要事業等の説明に入りますが、質疑につきま

しては、執行部の説明終了後、一括して受け

たいと思います。 

 また、本日の説明等を行われる際、執行部

の皆さんは着席のままで行ってください。 

 それでは、教育長から総括説明をお願い

し、続いて、各担当課長から資料に従い順次

説明をお願いします。 

 初めに、田崎教育長。 

 

○田崎教育長 よろしくお願いいたします。

座って説明させていただきます。 

 委員の皆様方には、平素から教育行政全般

にわたりまして、深い御理解と御支援をいた

だいておりますことに対し、この場をおかり

して厚くお礼を申し上げます。 

 先般、県立高校に通う女子生徒がみずから

命を絶つという事案が起きました。前途ある

とうとい命が失われたことはまことに残念で

あり、大変悲しく思っております。心から御

冥福をお祈り申し上げますとともに、御遺族

の悲しい思いに寄り添い、御遺族の思いに沿

って真摯に対応していきたいと考えていま

す。 

 各学校においては、入学式、始業式もとり

行われ、新しい年度のスタートを切ったやさ

きの出来事であり、かけがえのないとうとい

命が失われたことを大変厳しく受けとめて、

命を大切にする教育を一層強化していく必要

があると考えております。 

 県教育委員会では、今回の事案発生を受

け、４月、県立学校長会議において、連休前

に、校長みずから、生徒に対して、命のとう

とさや大切さについて直接訴えかけることや

生徒の自尊感情を高めるような取り組みにつ

いて指導をしたところです。 

 さらに、これまでの研究をもとに、新たに

「命を大切にする心」を育む指導プログラム

を作成しているところです。 

 このプログラムは、児童生徒の豊かな心を

育成するためのかなめとなる道徳の時間や各
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教科の授業、豊かな人間性や社会性を育成す

る特別活動の時間、高等学校のホームルーム

活動を組み合わせたものとして構成していま

す。 

 県教育委員会では、５月の連休明け早々に

も、県内全ての学校で「命を大切にする心」

を育む指導プログラムを実践し、例えば、乳

幼児や人生の先輩たちと触れ合ったり、医師

や看護師などから命に関する話を聞く機会を

持ったりすることなどを通して、子供たち一

人一人に、みずからの生き方を考え、かけが

えのない自他の命を尊重する心を育むことが

できるよう、指導の徹底を図ってまいりま

す。 

 さて、教育委員会では、平成21年２月議会

で議決をいただいて策定しましたくまもと

「夢への架け橋」教育プランに沿って、さま

ざまな施策を展開しておりますが、本年度、

５カ年計画の最終年を迎え、目標達成に向

け、スピード感を持って着実に推進してまい

ります。 

 これに連動しまして、本年度策定を予定し

ております次期教育プランにつきましては、

これまでの取り組みの検証やこの５年間の状

況の変化を踏まえて、より実効性の高い計画

として取りまとめたいと考えておりますの

で、委員の皆様には、大所高所からさまざま

な御助言等を賜りますようよろしくお願いを

申し上げます。 

 今後とも、学校、家庭、地域社会と連携し

ながら、子供たちのためにという視点に立っ

て、知恵を絞り、汗をかきながら、教育委員

会一丸となって取り組んでまいりたいと考え

ております。 

 それでは、本年度教育委員会が取り組みま

す主要事業等につきまして、担当課長から説

明をいたしますので、よろしくお願いをいた

します。 

 

○能登教育政策課長 教育政策課でございま

す。 

 お手元の説明資料、平成25年度主要事業及

び新規事業をごらんください。 

 まず、１ページ目から８ページまでは、教

育委員会の組織機構や分掌事務でございます

ので、説明は省略させていただきます。 

 ９ページをお願いいたします。 

 教育委員会全体の平成25年度当初予算総括

表でございます。 

 一般会計予算は総額1,530億7,900万円余と

なっておりまして、前年度比で19億7,300万

円余の減となっております。 

 各課別の内訳は表のとおりでございます。 

 一般会計に熊本県立高等学校実習資金特別

会計及び熊本県育英資金等貸与特別会計の２

つの特別会計を加えました当初予算総額は1,

548億300万円余となりまして、前年度比で20

億3,700万円余の減となっております。 

 この後、各課から主要事業及び新規事業を

説明いたします。 

 初めに、教育政策課でございます。 

 10ページをお願いいたします。 

 上段の教育振興基本計画策定事業でござい

ます。 

 本県の教育振興基本計画でございます、く

まもと「夢への架け橋」教育プランに引き続

き、今後目指すべき教育振興策を総合的に取

りまとめた次期計画を策定するものでござい

ます。 

 庁内の幹事会や外部有識者による検討委員

会等を開催しまして、計画案の検討を進めて

まいります。 

 なお、今年度、２月議会には次期計画案を

御提案いたしまして、策定したいと考えてお

ります。 

 下段の教育振興基本計画推進事業でござい

ます。 

 くまもと「夢への架け橋」教育プランの推

進を図るもので、事業内容といたしまして、

１の進捗管理を行う推進委員会を開催すると
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ともに、２のくまもと教育の日の取り組みや

３の知事の出前ゼミなどを実施するものでご

ざいます。 

 次に、11ページをお願いいたします。 

 「授業マイスター」認定事業でございま

す。 

 事業内容の１に記載しておりますとおり、

授業力に秀でた教員を授業マイスターとして

認定いたしまして、公開授業や研修会等を通

じまして、県内の教員に授業スキルを伝承

し、本県教員の指導力向上を図るものでござ

います。 

 次に、12ページをお願いいたします。 

 熊本県教育情報化推進事業でございます。 

 事業目的に記載しておりますとおり、児童

生徒の情報モラルを含めた情報活用能力の育

成とＩＣＴ、いわゆる情報通信技術を活用い

たしました確かな学力の定着、教員の負担感

軽減につながる校務の情報化の３つの視点か

ら、教育活動全般における情報化を推進する

ものでございます。 

 事業内容１のＩＣＴ機器やネットワーク等

の情報環境の整備のほか、事業内容５に記載

しましたとおり、今年度は、新たに、未来の

学校創造プロジェクトといたしまして、タブ

レットパソコンや学習者用デジタル教科書等

の有効活用に関する調査業務に取り組んでま

いります。 

 次に、13ページをお願いいたします。 

 上段の教職員福利厚生事業は、公立学校共

済組合熊本支部が行います人間ドック及びメ

ンタルヘルスなどの福利厚生事業に対しまし

て、公立学校共済組合熊本支部に補助金を交

付するものでございます。 

 下段の教職員住宅建設償還金及び財産処分

費は、教職員住宅の維持管理を行うもので、

事業内容１の平成８年度から13年度までに建

設いたしました住宅に係る償還金や、２の廃

止教職員住宅の売却手続に要する経費でござ

います。 

 教育政策課は以上でございます。 

 どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

○山本学校人事課長 学校人事課でございま

す。 

 説明資料の14ページをお願いいたします。 

 教育サポート事業でございます。 

 事業目的は、退職教員等の知識や経験を活

用し、小中学校においては、不登校の解消や

児童生徒の学力充実を図るとともに、特別支

援学校においては、特に、重度・重複障害を

有する児童生徒への教育支援体制の充実を図

ることでございます。 

 事業内容は２つございまして、１つが、小

中学校サポーターでございます。これは、小

中学校に非常勤講師を配置し、教室外登校者

の学習指導や問題行動のある児童生徒の支援

などを行うものでございます。各教育事務所

に38人を配置しております。 

 なお、うち19人は、国の緊急雇用創出基金

を活用して配置をしております。 

 もう一つが、特別支援学校サポーターでご

ざいます。これは、県立の特別支援学校に非

常勤の介助員を配置し、重度・重複障害学級

の児童生徒の食事、排せつ、教室移動など、

日常生活の支援を行うものでございます。特

別支援学校の重度・重複障害学級に計33人を

配置しております。 

 なお、うち20人は、国の緊急雇用創出基金

を活用して配置をいたしております。 

 学校人事課は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○石川社会教育課長 社会教育課でございま

す。 

 説明資料の15ページをお願いいたします。 

 「親の学び」推進事業は、家庭教育の重要

性の啓発、親としての責任や子育て知識の学

習機会の提供などを行い、家庭の教育力の向

上を図るものでございます。 
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 事業内容としましては、１の(1)のとお

り、くまもと「親の学び」プログラムの進行

役養成講座の開催やプログラムトレーナーの

育成、派遣等を行い、プログラムの普及啓発

を推進します。 

 また、くまもと家庭教育支援条例の施行に

伴いまして、１の(3)のとおり、今年度から

家庭教育支援功労者・優良団体の表彰を行う

とともに、条例の普及啓発のため、５にあり

ますとおり、広報のほか、家庭教育推進フォ

ーラムを開催することとしております。 

 次に、16ページをお開きください。 

 子どもの読書活動推進支援事業は、事業内

容１、２のとおり、子供の読書活動の支援に

取り組むものでございます。 

 また、本年度は、事業内容５のとおり、子

どもの読書活動推進計画、第３次の策定に取

り組んでいくこととしております。 

 次に、17ページです。 

 放課後子ども教室推進事業は、放課後や週

末などに、小学校の余裕教室を活用し、地域

の方々の参画を得て、子供たちの学習やスポ

ーツ・文化活動を実施するものでございま

す。本年度は、28市町村71教室で実施を予定

しております。 

 次に、18ページをごらんください。 

 地域教育コーディネーターの育成・活用事

業は、地域の方々の参画により、授業におけ

る学習補助や教員の業務補助等の学校支援を

行うなど、地域で子供の教育を一体的に支援

する体制づくりを推進するものでございま

す。 

 そのため、本年度は、事業内容の１にあり

ますとおり、学校、地域団体、保護者間等の

連絡調整を担うコーディネーターを23市町村

に配置することとしております。 

 次に、19ページをごらんください。 

 地域の寺子屋推進事業は、開かれた学校づ

くりを推進し、地域の力を活用した学習活動

や体験活動の場、いわゆる地域の寺子屋を全

県内に広めるため、その立ち上げ支援やボラ

ンティアの活用を推進するものでございま

す。 

 事業内容１にありますとおり、県北、県

央、県南にプランナーを配置して、さきに説

明しました放課後子ども教室や地域教育コー

ディネーターの事業を実施していない市町村

における立ち上げ支援を行うとともに、事業

内容２のとおり、学習や体験活動を支援する

ボランティアを派遣するものでございます。 

 最後に、20ページをごらんください。 

 熊本歴史・文学館推進事業は、県立図書館

に併設されております熊本近代文学館に加

藤、細川を初めとする熊本の歴史と文化を発

信する機能を加え、熊本歴史・文学館へと拡

充するために、事業内容１にありますとお

り、県内文化施設と連携した歴史・文学関係

の企画展を開催するとともに、事業内容５に

ありますとおり、基本計画の策定等を行うも

のでございます。 

 社会教育課は以上です。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○小田文化課長 文化課でございます。 

 21ページをお願いいたします。 

 鞠智城整備事業でございます。 

 事業内容の１の歴史公園整備事業につきま

しては、文化財を活用した歴史公園の完成を

目指し、長者山芝張り工事などの整備を実施

します。 

 また、２の特別史跡指定推進事業につきま

しては、これまでの発掘調査の成果を総括し

た総合報告書で明らかになった鞠智城の歴史

的・学術的価値を広く示し、さらに深めてい

くため、若手研究者の論文募集事業や東京、

大阪シンポジウムなどを実施し、鞠智城跡の

認知度向上と特別史跡指定に向けて取り組ん

でまいりたいと考えております。 

 次に、22ページをお願いいたします。 

 細川コレクション永青文庫推進事業でござ
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います。 

 本県の文化芸術の発展や観光振興に寄与す

ることを目的に、公益財団法人永青文庫が所

蔵する美術品等の一部を、県立美術館、細川

コレクション永青文庫常設展示室に展示する

とともに、修復、調査、研究及び広報活動や

啓発事業、これらを通して県内外に周知をし

てまいります。また、県内外からの観覧者

に、より多くの名品が観覧できるよう推進し

てまいります。 

 文化課は以上です。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○清原施設課長 施設課でございます。 

 資料の23ページをお願いいたします。 

 まず、校舎新・増改築事業でございます。 

 県立高等学校の安全性を確保し、施設の整

備充実を図るため、老朽・危険施設の改築等

を行うものでございます。 

 平成25年度は、事業内容の１の水俣工業高

校特別教室棟改築事業、２の球磨工業高校管

理棟改築事業、それから３の翔陽高校実習棟

改築事業、４の高森高校教室棟改築事業を実

施してまいります。５の第一高校校舎改築事

業につきましては、事業実施に向けた検討を

行うため、環境配慮調査を実施するものでご

ざいます。 

 次に、24ページをお願いいたします。 

 特別支援学校施設整備事業でございます。 

 県立盲聾支援学校の安全性を確保し、学習

環境の向上を図るため、老朽・危険施設の改

修等を行うものでございます。 

 平成25年度は、特別支援学校施設整備事業

のうち、事業内容１の校舎等改修事業、(1)

重度・重複障がい児童生徒の安全で安心な学

習環境を整備するため、平成26年度の開校に

向けて、熊本地区新設支援学校、仮称でござ

いますけれども、整備事業の建築工事に着手

するものでございます。 

 施設課は以上です。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○上川高校教育課長 高校教育課でございま

す。 

 説明資料の25ページをお願いいたします。 

 スクールソーシャルワーカー配置事業でご

ざいます。 

 本事業は、事業目的にありますように、い

じめや不登校等に対する生徒指導上の諸問題

の解消及び積極的予防のため、県立学校にス

クールソーシャルワーカーを配置し、学校、

家庭及び関係機関等との連携の機動性を図る

とともに、協働して、子供を取り巻く環境等

を改善する体制整備を行うものでございま

す。 

 具体的には、事業内容の１にありますよう

に、拠点校として、県北、県央、県南に各１

名を配置し、県内全域の学校に対応してまい

りたいと考えております。 

 また、事業内容の２にありますように、県

連絡協議会や地域連絡協議会を設置し、研究

成果の普及啓発や事例研究等をしてまいりま

す。 

 次に、26ページをお願いいたします。 

 英語授業改善プロジェクト事業でございま

す。 

 本事業は、事業目的にありますように、本

年度から実施される新学習指導要領に規定さ

れた授業を英語で行うことへの対応や生徒の

英語による発信力育成のための授業実践を支

援するものでございます。 

 事業内容１の英語力を強化する指導改善事

業では、研究拠点校４校及び協力校４校を指

定し、英語指導法の研究等を行ってまいりま

す。 

 また、研究の成果を広く県内に普及させる

目的で、くまもとイングリッシュ・フォーラ

ムを開催し、本事業の成果を県全体に普及す

るよう取り組んでまいります。 

 事業内容２の英語指導法研究協議会では、
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県立高校英語教員を対象に２泊３日の集中研

修を実施し、英語教員の指導力及び専門性の

さらなる向上を図ってまいります。 

 次に、27ページをお願いいたします。 

 熊本県州立モンタナ大学高校生派遣事業で

ございます。 

 本事業は、本年度の新規事業になります

が、事業目的にありますように、グローバル

な人材を育成するために、県内高校生15名を

米国・モンタナ州にある州立モンタナ大学に

派遣し、異文化に触れながら海外で学ぶすば

らしさを肌で感じさせるとともに、２週間の

集中的な語学研修を受講させるものです。あ

わせて、引率の英語教師にも英語教授法の研

修を受講させ、本県英語教育の充実を目指す

とともに、県が推進しております州立モンタ

ナ大学や海外大学への進学者の拡充を目指す

ものでございます。 

 28ページをお願いします。 

 就業支援プロジェクト事業でございます。 

 本事業は、事業目的にありますように、生

徒の専門性の深化、進路目標の確立を図るこ

とを目的に、熟練技能者などを工業関係高校

や農業関係高校など専門高校に派遣し、講習

会を通して、授業では取得できない技術の実

技指導を行い、生徒の実践的な技術、技能の

習得を目指すものでございます。 

 具体的には、事業内容の１から３にありま

す各種講習会を実施いたします。 

 なお、資料にはございませんが、本事業の

成果として、工業関係高校生の多様な技能、

資格取得を検証する制度でありますジュニア

マイスター検証制度の平成24年度県別認定者

数において、熊本県が全国１位になったとの

報告を受けております。 

 29ページをお願いいたします。 

 高校生キャリアサポート事業でございま

す。 

 本事業は、事業目的にありますように、県

立高校にキャリアサポーターを配置し、求人

開拓や進路相談等による高校生への就職支援

を行うものでございます。 

 平成24年度は、25人を県立高校35校へ配置

しております。その結果、平成24年度の就職

内定率は98.0％で、過去最高の数値でござい

ました。いまだ厳しい就職状況の中でこのよ

うな就職内定率を得ることができましたの

も、キャリアサポート事業が機能し、生徒の

求人開拓等の就職支援に役割を果たし得た結

果だと考えております。 

 30ページをお願いいたします。 

 就農教育連携支援事業でございます。 

 本事業は、事業目的にありますように、農

業関係高校と行政機関、地域農業界とが連

携、協働し、農業を担う人材の確保、育成を

図るものでございます。 

 具体的な事業としては、県内農業関係高校

13校が、就農教育プログラムを作成し、外部

人材を活用した講演、講習会、先進農業経営

の視察研修や現場研修、地域と連携した共同

研究などを実施いたします。 

 この事業の成果といたしましては、阿蘇中

央高校の白いイチゴの品種登録、普及活動な

どの取り組みや全国農業高校お米甲子園金賞

受賞、また、南稜高校における耕作放棄地で

の放牧などの取り組みがございます。 

 31ページをお願いいたします。 

 最後に、県立高等学校教育整備推進事業等

でございます。 

 高校再編関係の事業につきましては、複数

の事業予算に分かれておりますので、このよ

うにまとめて記載しております。 

 資料右側の事業内容でございますが、１点

目としては、県立高等学校再編整備等基本計

画で、後期の再編対象としているものについ

て、平成24年度末に策定した後期実施計画に

基づき、新設高校の開校準備を進めてまいり

ます。 

 ２点目として、中期の再編整備に伴う新設

水俣高校の施設整備として、体育館や機械科
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実習棟の改築等を進めてまいります。 

 ３点目として、前期及び中期の再編整備に

伴う新設高校の円滑な運営ができますよう所

要の措置を行ってまいります。上天草高校や

矢部高校などに通学する生徒への通学支援や

跡地の利活用についての検討等を行ってまい

ります。 

 高校教育課は以上でございます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○緒方義務教育課長 義務教育課でございま

す。 

 説明資料の32ページをお願いします。 

 学力向上対策事業でございます。 

 本事業は、本県における児童生徒の学力向

上を図るための事業でございます。 

 事業内容の１の教育推進会議等を通じて、

教職員の指導力の向上に努めるとともに、２

にあります「熊本県学力調査(ゆうチャレン

ジ)」等を開発、実施し、教科における基礎

的・基本的事項の定着状況を客観的に評価す

ることにより、児童生徒の学力の課題を明ら

かにし、工夫、改善を図ってまいります。 

 次に、日本一の環境教育「水俣に学ぶ肥後

っ子」推進事業でございます。 

 本事業は、水俣病についての正しい理解を

図り、環境保全活動や環境問題の解決に意欲

的にかかわろうとする態度や能力の育成を図

るため、県内全ての公立小学校の５年生を水

俣に派遣するものでございます。 

 次に、道徳教育総合支援事業でございま

す。 

 本事業は、本県独自の道徳教育用郷土資料

「熊本の心」の活用を進めるため、推進校を

指定し、活用に向けた研究成果の普及を図る

とともに、道徳教育推進教師の研修会を開催

し、本県における道徳教育の推進を図るもの

です。 

 次に、33ページをお願いします。 

 「かがやけ！肥後っ子」事業でございま

す。 

 本事業は、本県の就学前教育の基本方針を

示す肥後っ子かがやきプランに基づき、子供

をたくましく心豊かに育む環境づくりを推進

するための事業でございます。 

 事業内容に記載の各種研修会等を実施し、

関係機関の連携を深めるとともに、幼稚園等

における教育、保育の充実を図ってまいりま

す。 

 次に、34ページをお願いします。 

 いじめ問題等緊急支援事業でございます。 

 本事業は、深刻ないじめ事案等に対応する

ため、外部の専門家から成る支援チームを派

遣する事業です。 

 事業内容の１にあります緊急支援検討会の

開催や２の要請事案に対する緊急支援チーム

の派遣や３のいじめ問題等解決支援検討会を

実施し、市町村教育委員会より学校の支援を

してまいります。 

 次に、中段のいじめ・不登校対策総合推進

事業でございます。 

 本事業は、いじめ、不登校の積極的予防及

び解消に向け、総合的な対策を実施するもの

でございます。 

 事業内容の１にありますいじめ根絶シンポ

ジウムの開催や２にあります専門的知識を持

ったスクールカウンセラー等の専門家を活用

し、教育相談体制の充実を図ってまいりま

す。 

 最後に、子どもたちの未来を拓く教育環境

改善事業でございます。 

 本事業は、学校だけでは解決が困難な家庭

環境等に起因する不登校等の問題の解決を図

るための事業でございます。 

 教育、福祉、医療、行政等の関係機関との

連携を機動的に図り、本人の課題に対処する

力を高めていくためのシステムづくりを行う

スクールソーシャルワーカーを引き続き各教

育事務所に配置し、子供を取り巻く環境の改

善に努めてまいります。 
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 義務教育課は以上でございます。 

 よろしくお願いします。 

 

○髙橋特別支援教育課長 特別支援教育課で

ございます。 

 説明資料の35ページ上段をお願いいたしま

す。 

 特別支援教育総合推進事業でございます。 

 事業の目的ですが、特別支援教育の推進の

ために、支援体制の整備と理解啓発、そして

教員の専門性の向上を図るものでございま

す。 

 事業内容として、１の県レベル、あるいは

地域レベルの連携のための会議や２のセミナ

ー等の研修を実施するものでございます。 

 下段をお願いいたします。 

 発達障がい支援事業でございます。 

 事業の目的ですが、発達障害のある児童生

徒への総合的な支援策を講じるものです。 

 事業内容として、１の高等学校支援事業で

は、高校の教員が先進地へ視察研修に行った

り、専門の講師を派遣するものでございま

す。 

 ３のインクルーシブ教育システム構築モデ

ルスクールは国の委託事業で、高等学校１校

を指定して、支援方法などについて、モデル

研究を行うものでございます。 

 また、２の管理職研修及び５の特別支援学

級等新任担当者説明会などにより、教員の専

門性の強化を図るものでございます。 

 次に、36ページ上段をお願いいたします。 

 特別支援教育充実事業でございます。 

 事業の目的としましては、特別支援学校の

教育の充実と地域の小中学校等への支援を行

うセンター的機能の充実、推進を図るもので

ございます。 

 事業内容としましては、１の特別支援学校

の専門性の向上のための研修や会議を実施し

たり、４の言語聴覚士などを学校に派遣する

事業を実施してまいります。 

 次に、下段をお願いいたします。 

 特別支援学校キャリアサポート事業でござ

います。 

 事業の目的としまして、特別支援学校の生

徒に対する就職支援などを行うために、キャ

リアサポーター３人を特別支援学校に配置す

るものでございます。 

 次に、37ページ上段をお願いいたします。 

 ほほえみスクールライフ支援事業です。 

 事業の目的として、医療的ケアが必要な児

童生徒の安全、安心な学習環境の整備と保護

者の負担軽減のため、特別支援学校に看護師

を配置し、医療的ケアを行うものでございま

す。 

 事業内容の１に記載しておりますとおり、

今年度は、特別支援学校７校に12人の看護師

を配置して医療的ケアを行う予定です。 

 ４は、新規事業の人工呼吸器看護師派遣補

助でございます。 

 人工呼吸器を装着して特別支援学校に登校

している児童生徒に付き添う保護者の負担軽

減のため、保護者との契約により、学校に看

護師を派遣する訪問看護ステーションに対し

て補助を行うものでございます。 

 次に、下段をお願いいたします。 

 平成26年度開校予定の熊本地区新設支援学

校(仮称)の準備事業でございます。 

 重度・重複障害のある児童生徒のための新

たな特別支援学校の開校に向けて諸準備を具

体的に進めるものでございます。 

 事業内容は、１にありますとおり、新校体

制の準備として、校名や具体的な教育課程等

の決定を行うものでございます。 

 特別支援教育課は以上でございます。 

 よろしくお願い申し上げます。 

 

○池田人権同和教育課長 人権同和教育課で

ございます。 

 資料の38ページをお願いいたします。 

 各種人権教育研修事業でございますが、こ
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の事業は、学校教育におきまして、人権教育

の推進に中心的にかかわる各学校の管理職や

人権教育主任等を対象としまして、さまざま

な人権問題についての認識を深め、実践的な

指導力の向上を図るために、各種研修を実施

するものでございます。具体的には、１から

４の研修会等を予定しております。 

 人権同和教育課は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○平田体育保健課長 体育保健課でございま

す。 

 資料の39ページをごらんください。 

 歯と口の健康づくり推進事業でございま

す。 

 本事業は、学校におけるフッ化物洗口の拡

充を図り、児童生徒の歯、口の健康づくりを

推進するために行う事業です。 

 事業内容として、１にありますように、フ

ッ化物洗口モデル校を各管内に１校ずつ指定

するとともに、県歯科医師会と連携して、２

の(1)アドバイザー協議会の開催及び(2)のモ

デル校へのアドバイザー派遣を実施し、フッ

化物洗口の拡充を図るものです。 

 次に、40ページをごらんください。 

 安全安心な学校づくり推進事業でございま

す。 

 本事業は、交通安全教育の充実と学校の管

理下における食物アレルギーへの対応や学校

給食における衛生管理の徹底を図ることで、

安全、安心な学校づくりの実現に資するもの

です。 

 事業内容として、本県の小中高等学校及び

特別支援学校の管理職を対象とした安全安心

な学校づくり会議を開催し、学校安全に関す

る行政説明や講義を計画しております。 

 次に、41ページをごらんください。 

 第77回全国学校歯科保健研究大会でござい

ます。 

 本事業は、全国の学校歯科保健に携わる関

係者が一堂に会し、児童生徒に歯、口の健康

づくりを通して、生きる力の基礎を育む取り

組みを協議する研究大会を開催するもので

す。 

 事業内容は、４にありますように、文部科

学省、日本学校歯科医師会、熊本県教育委員

会等が主催し、10月17日、18日の２日間にわ

たり、熊本市で開催するもので、３の内容に

ありますように、基調提案、シンポジウム、

領域別研究協議会等が予定されています。 

 次に、42ページ上段をごらんください。 

 小学校の運動部活動及びスポーツ活動のあ

り方検討事業でございます。 

 本事業は、運動部活動及びスポーツ活動の

適正化のほか、教員の適切な指導及び負担感

軽減も視野に実施するものです。 

 事業内容は、運動部活動及びスポーツ活動

のあり方検討委員会を設置し、運動部の運営

及び活動のあり方等について検討し、指導者

及び保護者等向けの資料を作成し、配布して

指導を徹底するものです。 

 次に、下段の子どものスポーツ環境整備支

援事業でございます。 

 本事業は、本県の競技力向上の課題である

ジュニア強化対策として、子供たちが多くの

スポーツに触れ合う機会を提供し、スポーツ

への興味、関心を高め、体力や競技力の向上

を目指すものであります。 

 事業内容は、各競技団体が子供たちを対象

にトップアスリート等によるスポーツ教室や

本物のスポーツ器具を使った体験学習などが

行えるようスポーツ環境を整備していく事業

で、本年度から３年間実施することとしてお

ります。 

 次に、43ページをごらんください。 

 社会体育施設管理運営事業でございます。 

 本事業は、(1)から(5)の社会体育施設の管

理を指定管理者に行わせるための管理運営費

等でございます。 

 体育保健課は以上でございます。 
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 よろしくお願いいたします。 

 

○髙野洋介委員長 それでは、続いて、警察

本部から説明をお願いいたします。 

 初めに、西郷警察本部長。 

 

○西郷警察本部長 それでは、失礼ですが、

座ったままで説明をさせていただきたいと思

います。 

 委員の皆様方には、平素から警察行政の各

般にわたり、格別な御理解と温かい御支援を

賜っておりますことに対しまして、まずもっ

て御礼を申し上げます。 

 また、髙野委員長におかれましては、大変

お忙しい中、さきの県警察学校の卒業式や入

学式に御臨席をいただきましてまことにあり

がとうございました。重ねて御礼を申し上げ

ます。 

 本日は、私からは、治安対策推進の状況と

本年の重要課題等につきまして、その概要を

説明させていただき、各部門の業務概況及び

主要事業につきましては、後ほど担当部長か

ら説明をさせていただきます。 

 県警察では、昨年から２年間の治安計画と

いたしまして、安全、安心を体感できる犯罪

の抑止、交通死傷事故の抑止、県民生活を脅

かす犯罪の検挙の３つを基本目標とする「安

全・安心くまもと」実現計画2012を策定して

おりましたが、本年は、より治安情勢に即し

た警察活動を推進するため、これに、被害者

の立場に立った被害の届出等の迅速、確実な

受理と対応、サイバー犯罪に対する捜査力の

向上、通学路における交通安全対策の推進、

全国豊かな海づくり大会の開催に伴う総合対

策の推進の４つの項目を、新たな課題として

追加をし、県民が安全で安心して暮らせる熊

本の実現に向け、組織を挙げて取り組んでい

るところであります。 

 中でも、サイバー犯罪に対する捜査力の向

上に関しましては、暴力団対策とともに、委

員の皆様方を初め県議会の皆様方から多大な

る御支援を賜り、このたび、警察官の増員を

行うことができました。改めて御礼を申し上

げます。 

 また、全国豊かな海づくり大会に関しまし

ては、天皇、皇后両陛下の御臨席が恒例とな

っておりますことから、県警察では、本警衛

を本年の最重要課題の一つとして、その万全

を期すため、組織の総力を挙げた取り組みを

推進していくこととしております。 

 現在、犯罪の抑止に関しましては、刑法犯

認知件数が９年連続で減少した昨年に引き続

き減少しておりますが、交通事故死者数につ

きましては、昨年を上回っているところであ

りまして、特に高齢者の死者が全体の約６割

を占めているという現状を踏まえ、街頭にお

ける交通安全指導の強化を図りますととも

に、死亡事故の発生状況などを分析して、抑

止対策を積極的に推進していくこととしてお

ります。 

 犯罪の検挙に関しましては、昨年に比べ検

挙率はやや減少しておりますものの、熊本市

八景水谷における現住建造物放火未遂事件、

あるいは菊池市における元交際相手による殺

人未遂事件などの重要な事件を検挙するな

ど、一定の成果をおさめております。 

 県警察では、今後とも、県民の期待と信頼

に応えることができるよう、総力を挙げて、

安全で安心な熊本の実現を目指す所存であり

ますので、委員の皆様方には、今後とも御理

解と御支援を賜りますようお願いを申し上げ

まして、私の説明とさせていただきます。 

 

○黑岩警務部長 それでは、警務部の主な業

務等につきまして、お手元の県警察の説明資

料に沿って説明をいたします。 

 まず、２ページをごらんください。 

 第１は、県警察の組織であります。 

 まず、公安委員会ですが、公安委員会は、

知事の所轄のもとに置かれ、県警察を管理し
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ています。昨年４月に熊本市が政令指定都市

に移行したことに伴い、２人ふえ、５人体制

となりました。 

 次に、２の県警察の組織です。 

 熊本県警察は、警察本部長のもと、警察本

部内の５つの部、熊本市警察部と警察学校及

び23の警察署で組織されています。警務部

は、この図の左側にあるとおり、総務課等９

つの課で県警察の管理部門を担当していま

す。また、熊本市警察部は、熊本市が政令指

定都市に移行したことに伴い、警察法の規定

に基づき、昨年４月に新たに設置したもので

す。熊本市警察部長は、警務部長が兼務をし

ております。 

 次に、３ページです。 

 職員の条例定数ですが、本県では、平成14

年度以降、県議会議員の皆様の御理解と御支

援により、今年度の11人を含め、合計292人

の警察官が増員され、現在、3,067人となっ

ています。下のグラフは、警察官１人当たり

の負担人口です。本県の警察官１人当たりの

負担人口は608人で、増員がなされておりま

すが、依然として九州では最も高い状態にあ

ります。 

 次に、４ページをごらんください。 

 警察職員の年齢構成ですが、特に、左側の

警察官のグラフのとおり、20代から30代前半

と50代の比率が高く、年齢構成の二極化が顕

著です。 

 次に、５ページです。 

 第３「安全・安心くまもと」実現計画2012

ですが、本部長の説明にもありましたとお

り、これは、昨年１月、県警察の平成24、25

の２年間にわたる総合治安計画として策定

し、記載のとおり、３つの基本目標と８つの

重点を掲げ、取り組んでいるものです。同計

画の最終年となる本年は、これまでの取り組

みの成果と課題、さらには治安情勢の変化等

を踏まえ、備考にありますように、新たに４

つの施策を追加しました。安全、安心な熊本

の実現に向け、引き続き、組織を挙げた取り

組みを展開してまいります。 

 次に、６ページをごらんください。 

 第４、情報公開の推進ですが、警察行政の

透明性を確保するため、資料のとおり、公安

委員会及び警察本部長についても、情報公開

の実施機関として積極的な情報公開を行って

います。 

 第５、犯罪被害者支援の充実強化です。 

 県警察では、犯罪被害者等への支援を途切

れなく行うため、関係機関、団体と連携、協

力に関する取り組みを積極的に進めており、

公益社団法人くまもと被害者支援センターへ

の情報提供や被害者を支える社会機運醸成の

ための啓発活動等を推進しています。 

 次に、７ページです。 

 第６、大量退職・大量採用時代への対応で

す。 

 年齢構成上、当県では、平成32年ごろまで

毎年80人以上の定年退職が見込まれる状況で

す。優秀な人材の採用に努めているほか、本

年度は、退職警察官や警察職員21人を再任用

いたしました。さらに、９人の退職警察官を

捜査実務・指導伝承官として非常勤で再雇用

し、若手に対する捜査技能等の伝承に努めて

います。 

 次に、10ページをごらんください。 

 10ページ、第７、警察予算です。 

 本年度の警察費当初予算は総額393億2,671

万円余りであり、前年度に比べ約6,000万円

の増額となりました。予算のうちの約８割が

人件費であります。また、県予算に占める割

合は5.5％です。 

 第８、警察施設の現状です。 

 ごらんのとおり、警察署及び職員宿舎の老

朽化が進んでいます。特に、宿舎の約７割が

築後30年を経過しており、厳しい財政状況で

すが、的確に対処していかなければならない

課題となっています。 

 次に、11ページです。 
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 第９、熊本東警察署等複合施設の整備で

す。 

 東区に建設中の熊本東警察署等複合施設に

ついては、皆様の御理解をいただき、本年６

月に完成予定であり、７月中旬からの運用に

向け、着実に事業及びその準備を進めている

ところでございます。 

 次に、13ページをごらんください。 

 13ページ、第10、留置施設の情勢ですが、

先ほど申し上げた熊本東警察署等複合施設内

に建設する本部留置施設について、本年７

月、一部運用を開始する予定です。本施設

は、11月に本格運用を開始することとしてお

ります。 

 お手元に実現計画2012のリーフレットと広

報冊子「熊本のまもり」をお配りしておりま

す。リーフレットの中には、本年の新たな課

題と昨年中の施策の検証結果を添えておりま

す。後ほどごらんいただけたら幸いでござい

ます。 

 警務部の説明は以上でございます。 

 

○浦次生活安全部長 それでは、生活安全部

について申し上げます。 

 生活安全部につきましては、生活安全企画

課、少年課、生活環境課、地域課及び通信指

令課の５課があります。 

 犯罪の抑止、少年の健全育成、悪質商法等

の取り締まり、交番、駐在所を拠点とした初

動的な警察活動等の業務を推進しておりま

す。その主な業務概要につきまして、お手持

ちの資料に基づき御説明いたします。 

 それでは、資料15ページをごらんくださ

い。 

 第１は、犯罪の起きにくい社会づくりの推

進であります。 

 県内の犯罪情勢でありますが、昨年の刑法

犯認知件数は１万3,104件で、前年に比べ6.7

％減少し、平成16年以降９年連続で減少して

おります。本年３月末現在は2,825件で、前

年同期に比べ250件、8.1％減少し、その傾向

は続いております。今後も、２に掲げており

ます各項目を着実に推進し、「安全・安心く

まもと」実現計画2012に基づいた犯罪の起き

にくい社会づくりの推進に努めてまいりま

す。 

 特に、項目５のセーフティパトロール活動

委託事業でありますが、平成21年度から緊急

雇用創出基金による事業として実施している

ものでありまして、警備会社に新規雇用され

た警備員が、県民にとって身近な犯罪が多発

するおそれのある地域や時間帯に巡回パトロ

ール活動等を通じて、犯罪の抑止等を図るも

のであります。今年度は、約7,500万円の当

初予算で、６月から熊本市内３警察署管内で

活動を行う予定であります。 

 ３の振り込め詐欺から県民を守る対策の推

進ですが、昨年は、前年と比較しまして、件

数、被害金額とも大幅に増加しております。

今後も、県民を振り込め詐欺被害から守る条

例による取り組みはもちろんのこと、項目３

の平成25年特殊詐欺予防プログラムによる取

り組みを関係機関、団体などと連携、協働を

図りながら推進してまいります。 

 次は、資料19ページの第２、ストーカー・

ＤＶ対策、資料21ページの第３、警察安全相

談であります。 

 県内のストーカー・ＤＶ等の認知件数は高

水準で推移しており、法令違反で検挙された

事例も多く見られます。この種事案は、生

命、身体に危害が及ぶ危険性を有しており、

今後も、被害者及びその親族等の安全確保を

最優先に、個々具体的に危険度を見きわめ、

被害者等の避難措置、行為者の検挙や警告等

の対策を推進してまいります。 

 一方、ストーカー・ＤＶ等認知は、被害者

等からの相談が多く、一般的な相談も含め、

相談者の立場に立ち、適切に対応を行う必要

がありますので、今後も相談体制の強化や職

員の相談対応能力の向上等に努めてまいりま

 - 13 -



第２回 熊本県議会 教育警察常任委員会会議記録（平成25年４月25日) 

 

す。 

 次は、資料22ページの第４、少年の健全育

成と保護対策の強化であります。 

 昨年の刑法犯少年の検挙・補導人員は1,05

5人で、前年に比べ340人、24.4％減少しまし

たが、本年３月末現在では274人と、前年同

期に比べ24人、9.6％増加しております。ま

た、昨年の再非行者率ですが、30.8％と上昇

傾向にあります。 

 一方、出会い系サイトなどを利用した児童

買春、児童ポルノ等の福祉犯被害を初め、性

犯罪等の被害者となる事案が依然として発生

するなど、少年の非行及び被害の両面におい

て厳しい情勢にあります。このような非行の

背景には、少年自身の規範意識の低下や家

庭、地域社会の教育機能の低下等が指摘され

ており、現在、非行少年を生まない社会づく

りを推進しております。 

 いじめ問題につきましては、被害少年や保

護者の意向、学校における対応状況等を踏ま

えながら、警察としての必要な対応を迅速か

つ的確に行っており、また、インターネット

を利用した児童ポルノ事件等の取り締まりの

強化、少年が使用する携帯電話のフィルタリ

ングの普及促進など、有害環境浄化活動を推

進しております。 

 次に、資料24ページの第５、生活経済・生

活環境・風俗事犯及びサイバー犯罪の検挙状

況等でございます。 

 悪質商法や闇金融などの生活経済事案、廃

棄物の不法投棄などの生活環境事案、売春、

賭博などの風俗事案、さらには、インターネ

ットを悪用したサイバー犯罪は、関係法令が

多岐にわたるとともに、その手口が悪質、巧

妙、広域化傾向にあります。昨年は、金の売

買を仮装した無登録貸金業法違反事件、海外

投資メーカーの広域多額出資法違反事件、睡

眠薬を無許可販売した薬事法違反事件、出会

い系サイトを利用した売春防止法違反事件等

々の検挙など、県民の関心を集め、社会的反

響も大きい事件を検挙しております。 

 今後も、県民の目線に立ち、県民生活を脅

かす犯罪の徹底取り締まりを推進し、安全、

安心な社会の実現に努めてまいります。 

 次に、資料29ページの第６、地域警察活動

であります。 

 全警察官の約34％、約1,000人を占める地

域警察官は、交番、駐在所等を拠点として活

動し、全ての警察事象に24時間即応できる体

制を保持しております。 

 交番等の施設数ですが、本年４月現在で、

交番58カ所、署所在地17カ所、駐在所116カ

所、警備派出所２カ所であります。また、地

域警察には、県民から、いつも交番にいてほ

しい、パトロールを強化してほしいという相

反する要望がなされているため、平成５年に

交番相談員制度を発足させ、その後増員を図

り、本年４月現在で16警察署、54交番に76人

の相談員を配置しております。この制度の充

実によりまして、空き交番の解消及び交番勤

務員のパトロールの強化等が図られ、刑法犯

認知数が減少する一方、刑法犯検挙人員の約

８割を地域警察官が検挙するなど、犯罪検挙

活動の強化が図られております。 

 最後に、資料31ページの第７、通信指令業

務であります。 

 通信指令課は、県内一円の110番通報の受

理と指令業務を行っており、昨年は12万5,72

5件の110番を受理し、前年に比べ3,459件増

加しております。本年４月１日、新通信指令

システムの運用を開始しましたが、このシス

テムには、地方警察活動を強化させるため、

110番情報とカーロケを連動させたシステム

搭載車両の増強、110番センターディスプレ

ーの大型化と高機能化等の機能が追加されて

おります。 

 航空隊で運用していますヘリコプターであ

りますが、撮影した映像を警察本部等に送信

するヘリコプターテレビシステムを備えてお

り、昨年７月に発生しました熊本広域大水害
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においては、被害状況をいち早く把握して災

害警備活動に反映させるなど、まさに県民を

守る空の目として機動力を生かした活動を展

開しております。 

 今後、新システムと交番、パトカー、ヘリ

コプターを連動させた陸空一体となった警察

活動を行うことで、重要犯罪等の検挙に努め

てまいりたいと思います。 

 以上で生活安全部の説明を終わります。 

 

○浦田刑事部長 それでは、刑事部から御説

明いたします。 

 資料は、33ページから50ページまでとなり

ます。 

 まず、33ページをお願いいたします。 

 第１の刑法犯の状況についてでございま

す。 

 資料記載のとおり、平成24年中の刑法犯認

知件数は１万3,104件でありまして、昨年に

比べ減少いたしましたが、検挙件数、人員等

につきましても同様に減少いたしておりま

す。 

 続きまして、資料34ページをお願いいたし

ます。 

 第２の重要犯罪の状況についてでございま

す。 

 重要犯罪につきましては、認知件数は24.2

％の減少となっておりますが、検挙率は85.0

％と前年に比べまして10.8ポイントの増加と

なっております。 

 平成24年中の主要な事件の検挙状況は記載

のとおりでございますが、いずれも、県民の

皆様の御協力によりまして、早期に犯人を検

挙することができました。これら県民生活を

脅かす凶悪犯罪につきましては、警察が必ず

検挙することが県民の皆様の強い願いでもあ

りますので、今後とも全力で捜査に取り組ん

でまいります。 

 次に、35ページをお願いいたします。 

 ３の捜査管理というところでございます。 

 警察で保管管理する証拠品につきまして

は、一層適正な取り扱いが求められていると

ころでありまして、その対策としましては、

平成25年度の当初予算に基づき、証拠品保管

容器等の整備及び証拠品管理システムの構築

を進めているところでございます。 

 その概要につきましては、(2)、(3)のとお

りですが、証拠品保管容器等の整備では、統

一した保管容器、封印シール、管理票を使用

することによりまして、紛失、あるいは混同

事案の防止や点検の合理化を図るというもの

でございます。 

 また、証拠品管理システムとは、証拠品の

保管状況をデータベース化することによりま

して、書類作成の省力化と保管の経費等を組

織的に管理するシステムであります。今後

は、このシステム等を活用しまして、さらな

る証拠品の適正な保管管理を図るということ

にいたしております。 

 次に、38ページをお願いいたします。 

 ２の特殊詐欺事件の認知・検挙状況につい

てでございます。 

 昨年中の本県におきます特殊詐欺の認知件

数につきましては、資料に記載のとおり、昨

年に比べ50件増加をいたしております。これ

ら特殊詐欺事件につきましては、被疑者が首

都圏を初めとする遠隔地に所在することが多

く、また、被害も広域にわたりますことか

ら、今後も関係都道府県警察と連携を図り、

事件の徹底検挙を図るとともに、県民の皆さ

んの被害防止にも強力に取り組んでまいりた

いと考えております。 

 次に、資料40ページをお願いいたします。 

 第５の組織犯罪対策についてということで

ございます。 

 県内の暴力団ですけれども、30組織、約99

0人を把握しているところですが、中身は、

山口組と道仁会の二極化の状態にあるという

ところでございます。 

 次に、資料43ページをお願いします。 
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 (2)の暴力団犯罪の検挙状況等についてで

ございます。 

 昨年の検挙状況は、375件227人と、前年

比、若干の減少となっております。 

 なお、県内の暴力団情勢等につきまして

は、山口組と道仁会の二極化傾向にある中、

現在も道仁会と九州誠道会が対立抗争中でご

ざいます。 

 こうした中、県警察におきましては、(3)

記載のとおり、６代目山口組、２代目弘道

会、２代目高己組の組長を初めとする主要幹

部の恐喝罪等で、また、道仁会古賀一家総長

等恐喝未遂罪等でそれぞれ逮捕し、同組織に

相当な打撃を与えたところでございます。し

かしながら、暴力団は、取り締まりの手を緩

めますと、再び組織の活動を復活活発化させ

たり、あるいは新たな団体が進出してくると

いうことなども懸念されますことから、今後

とも、暴力団の動向を確実に把握するととも

に、暴力団の壊滅に向け、先手先手の対策を

徹底していくということにいたしておりま

す。 

 最後に、資料44ページをお願いいたしま

す。 

 (4)は、暴力団対策法及び熊本県暴力団排

除条例の効果的な運用による暴力団排除対策

についてということでございます。 

 暴力団対策法関連では、現在も対立抗争中

の道仁会と九州誠道会につきましては、昨年

12月27日に暴力団対策法に基づきます特定抗

争指定暴力団等に指定をしたところですけれ

ども、これをこの３月にまた３カ月間延長い

たしまして、引き続き対立抗争の封圧に向け

て取り組んでおるというところでございま

す。 

 また、(イ)のとおり、熊本県暴力追放運動

推進センターにおかれましては、現在、適格

センターの認定が受けられるよう準備を進め

ているところであります。 

 なお、暴力団を弱体化、壊滅化するために

は、取り締まりとあわせまして、排除活動を

推進する必要が何よりも重要でございます。

本県におきましては、県内全ての市町村で暴

力団の排除条例が施行されておりまして、県

民の暴力団排除に対する機運はさらに高くな

っているものと思われます。 

 そこで、警察といたしましては、今後と

も、暴力団対策法及び熊本県暴力団排除条例

を効果的に運用してまいりますとともに、暴

力団排除活動に携わる方や標章制度により標

章を掲示している店舗等に対する保護対策等

を徹底して取り組んでまいることとしており

ます。 

 以上で刑事部の説明を終わります。 

 

○木庭交通部長 交通部関係について御説明

いたします。 

 まず、交通事故の発生状況についてであり

ます。 

 資料の52ページをごらんください。 

 昨年は、発生件数につきましては６年連続

で、負傷者数につきましては８年連続で減少

し、死者数も82人と２年ぶりに減少いたしま

したけれども、備考欄記載のとおり、本年

は、発生件数及び負傷者数につきましては引

き続き減少しておりますが、死者数につきま

しては、前年同期比で増加しております。 

 53ページに昨年中の死亡事故の特徴を記載

しておりますが、年齢層別では、高齢者が６

割以上と最も多く、状態別では、歩行中が半

数近くを占めているところであります。 

 次に、56ページをごらんください。 

 交通事故防止対策の推進状況であります

が、１に記載しておりますとおり、昨年から

本年までの２年計画で、交通死傷事故抑止重

点対策としまして、高齢者の交通安全の確保

など、４つの柱を重点に取り組んでおりま

す。その中でも最重要課題であります高齢者

対策につきましては、２に記載しております

とおり、道路横断時の危険性を擬似体験して
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もらう歩行者教育システム事業、それから、

高齢運転者の身体能力を測定し、これに基づ

いて、安全運転を指導する高齢ドライバーサ

ポート事業、高齢者世帯を直接訪問して安全

教育を行います安全・あんしんサポート事業

を実施しており、さらに、本年６月からは、

新規事業としまして、高齢者が多数集まる施

設等に出向き、交通安全に関するワンポイン

トアドバイスを行う高齢者等交通安全意識啓

発デリバリー事業を開始することとしており

ます。 

 次に、58ページをお願いいたします。 

 ３の自転車対策の推進につきましては、現

場での指導取り締まりを強化しますととも

に、59ページの最上段に書いておりますよう

に、本年度からは、自転車のシミュレーター

を活用した実践型の安全教育についても推進

していくこととしております。 

 61ページをお願いします。 

 ６の悪質交通違反の取り締まりであります

が、県警では、交通事故に直結する悪質、危

険、迷惑性の高い違反に重点を指向した取り

締まりを推進しております。とりわけ飲酒運

転につきましては、車両や酒類を提供した者

や飲酒運転の車両に同乗した者など、いわゆ

る周辺者三罪の取り締まりを強化しておりま

す。 

 62ページをお願いします。 

 ７の暴走族対策の推進でありますが、暴走

族につきましては、県民からの取り締まり要

望も高く、徹底した取り締まりとあわせ、中

高校生に対します暴走族加入阻止教室の開催

など、総合的な対策を推進しております。 

 64ページをお願いします。 

 ８の交通安全施設等の整備でありますが、

昨年度は、社会資本整備重点計画に基づいた

安全対策・円滑化対策等により、資料記載の

とおり、信号機新設10基、道路標識の新設、

更新等約2,000本等の整備を行っておりま

す。 

 本年度におきましても、通学路対策や防災

対策事業等によりまして、信号機の新設12基

等の整備を行いますとともに、老朽化した交

通安全施設の更新等のために、信号灯器のＬ

ＥＤ化約1,000灯などの整備を予定しており

ます。 

 最後に、65ページをお願いいたします。 

 １の運転免許関係制度改正への的確な対応

ということについてでありますが、本年４月

１日から、飲酒取消処分者講習という制度が

全国的に実施されることとなりました。この

講習は、飲酒運転により運転免許の取り消し

処分を受けた者が、運転免許を再取得しよう

とする場合に受講しなければならないもの

で、飲酒運転の再発防止を図るため、飲酒運

転やアルコール依存の危険性を自覚してもら

い、みずからの飲酒行動の改善につなげるこ

とを目的とした講習でありまして、本県でも

その円滑な施行に努めているところでありま

す。 

 次に、２の運転適性相談等の確実な実施に

つきましては、てんかんなど一定の病気にか

かっている方に対しましては、運転免許の可

否を的確に判断する必要があることから、病

状に応じた運転適性相談が確実に実施できま

すよう、同制度の広報に努めているところで

あります。 

 ３の講習予備検査への対応でありますけれ

ども、講習予備検査につきましては、75歳以

上の方が運転免許を更新する場合に、記憶

力、判断力に問題がないかどうか検査を行う

もので、平成21年６月から実施しておりま

す。この制度によりまして、昨年中は10人の

方の運転免許の取り消し処分を行いますとと

もに、あわせまして、この検査結果に基づ

き、高齢運転者に対する個別指導等を実施し

ているところでございます。 

 以上のとおり、交通部では、安全な交通社

会を実現するため、一丸となって各種対策に

取り組んでいるところでございます。 
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 以上でございます。 

 

○吹原警備部長 それでは、警備部の業務概

況について説明いたします。 

 67ページからになります。 

 第１は、大規模災害等緊急事態対策の強化

についてであります。 

 平成24年中の自然災害の発生状況について

でありますが、７月12日の熊本広域大水害で

は、死者23人、行方不明者２名、負傷者11人

の人的被害が発生いたしました。 

 警察本部では、本部長以下80人体制の災害

警備本部を設置し、県災害対策本部等と連絡

調整を図りながら、被害情報の収集、災害現

場における救出・救助活動を指揮、支援して

おります。 

 また、23警察署につきましても、全署に災

害警備本部を設置し、68ページの表のとお

り、合計1,819人体制で対応しております。 

 また、警備部隊につきましては、69ページ

の表のとおり、県外からの広域緊急援助隊46

名を含む13隊333人が、それぞれの任務につ

いているところでございます。 

 次に、70ページ、対処態勢の強化につきま

しては、平成23年12月に熊本県警察災害対策

検討委員会を設置し、各部門が組織横断的に

危機管理体制の見直しを継続し、実戦的な訓

練の反復実施、装備資機材の整備等を進めて

いるところでございます。 

 平成24年度予算で災害警備用資機材一式を

109セット購入し、前年度整備分を合わせま

して、全交番、駐在所に配分を完了しており

ます。 

 また、本年当初予算におきまして、ユンボ

１台を含む各種装備資機材の整備や職員の参

集システムの構築を行うこととしているとこ

ろでございます。 

 装備資機材の整備状況については71ページ

のとおりでございます。 

 72ページでございます。 

 新型インフルエンザへの対応状況につきま

しては、昨年５月に新型インフルエンザ等対

策特別措置法が公布されたことを受け、国、

県が示した行動計画の改正を踏まえ、本県警

察の行動計画の見直しを図ることとしており

ます。 

 73ページであります。 

 第２は、テロに対する警備諸対策の推進で

あります。 

 テロをめぐる警備情勢についてであります

が、国内でいつテロが発生してもおかしくな

い情勢にあると言えると思います。 

 御承知のとおり、本年１月には、国外にお

いて、アルジェリアで邦人10人を含む多数の

外国人が犠牲となったイスラム過激派による

テロが発生しております。改めて、我が国に

対するテロの脅威が認識させられたところで

ありまして、国内でテロを発生させないため

に、警戒活動を初めとする警備諸対策を推進

しているところでございます。 

 また、最近では、外国が発信源と思われる

我が国への企業や政府機関に対するサイバー

攻撃も頻繁に発生しておりまして、治安や経

済への深刻な影響も懸念されることから、県

警では、平成23年５月、金融機関など重要イ

ンフラ事業者に呼びかけて、熊本県サイバー

テロ対策連絡協議会を設置するなど、サイバ

ーテロ対策を強化しているところでございま

す。 

 76ページでございます。 

 第３は、警備事件捜査の推進についてであ

ります。 

 まず、右翼対策の推進についてでありま

す。 

 右翼の中には、暴力団まがいの違法行為を

行う者が多く見られ、資金獲得の目的で、企

業、自治体等に対する執拗な街頭宣伝活動を

行っております。特に街頭宣伝活動は、騒音

被害や交通渋滞など、平穏な市民生活を害す

るおそれもあり、さまざまな法令を適用して

 - 18 -



第２回 熊本県議会 教育警察常任委員会会議記録（平成25年４月25日) 

 

違法行為の取り締まりに努めております。 

 次に、不法滞在者対策の推進についてであ

ります。 

 我が国の不法滞在者は約６万2,000人と見

られ、さまざまな外国人犯罪の温床となって

おります。これらが形成するコミュニティー

が、テロリストに悪用される可能性も否定で

きないところでございます。そこで、県警で

は、入国管理局との合同摘発等関係機関と連

携した取り締まりを強化して、事件検挙に努

めております。 

 過去５年間の県内における警備事件の検挙

状況については、77ページの表のとおりでご

ざいます。 

 最後に、78ページでございます。 

 当面する課題への対応についてでありま

す。 

 まず、本年10月26日、27日に本県で開催さ

れます第33回全国豊かな海づくり大会への対

応についであります。 

 県警では、昨年４月に大会警衛対策室を設

置し、本年４月から体制を増強しておりま

す。今後、警衛警備の万全と大会の安全かつ

円滑な開催の確保を期するため、関係機関と

連携しながら、所要の業務を推進することと

しております。 

 また、今年10月７日から11日までの間、熊

本市及び水俣市において開催されます水銀に

関する水俣条約外交会議への対応が大きな課

題となっております。同会議には、約140カ

国から800人が参加し、そのうち閣僚級の参

加が20から50人となる見込みと見られており

ます。本県では、このような大規模な国際会

議が開催されるのは初めてでありますので、

複数の警護対象者及び各国関係者の身辺の安

全と会議の円滑な進行を確保するため、関係

機関、団体と連携を密にし、国際テロや各警

備対象勢力による不法事案を見据えた対策を

講じることとしております。 

 警備部は以上でございます。 

 

○髙野洋介委員長 以上で執行部の説明が終

了いたしましたので、質疑の前に少しだけ休

憩をさせていただきますので、皆さんリラッ

クスして休憩の時間をお楽しみください。 

 以上でございます。 

  午後３時22分休憩 

――――――――――――――― 

  午後３時28分開議 

○髙野洋介委員長 それでは、委員会を再開

したいと思います。 

 質疑を受けた課は、課名を言って座ったま

ま説明をしてください。 

 まず、教育委員会に係る質問を受け、その

後、警察本部に係る質疑に移りたいと思いま

す。 

 それでは、教育委員会に係る質疑はありま

せんか。 

 

○荒木章博委員 なら、２～３件ちょっとお

尋ねをして、また、皆さんが終わった後幾つ

か――小さいことかもしれませんけれども。 

 今非常に、スポーツの体罰で、毎日、新聞

を、テレビをにぎわわせているわけですけれ

ども、残念ながら、熊本県も、非常に体罰と

いうことで、全中で優勝した中学校あたりも

含めた武術ばかりではなくて、大きく取り上

げられております。 

 そして、42ページには、小学生の部活動の

あり方とか、子供の環境整備についてとか、

そういったことで検討委員会をつくるという

ことでやられておりますけれども、どういっ

た形で、どういうふうに取り組んでいくか、

そのメンバーあたりも、あわせてお願いした

いと思います。 

 

○平田体育保健課長 体育保健課でございま

す。 

 この事業は、小学生の運動部活動及びスポ

ーツ活動のあり方検討事業というふうな事業
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でございますが、中学、高校におきまして

も、いろんな指導のあり方とか、あるいは活

動の過熱とかあるもんですから、小中高を含

めました運動部活動の活動のあり方、社会体

育等のあり方、あるいは活動の過熱とか、あ

るいは指導の問題、そういったものについて

検討し提言をしていきたいと、そういうふう

なことで事業の内容としては考えているとこ

ろでございます。 

 あと、検討委員のメンバーにつきまして

は、小中高等学校の管理職の方、それからＰ

ＴＡの代表の方、マスコミの方、それからス

ポーツドクターの方、県体育協会の方、総合

型地域スポーツクラブの関係の方、それから

小中高体連の理事長の方、そういった方をメ

ンバーとして選定しているところでございま

す。 

 

○荒木章博委員 11人の委員のうち８人が学

校にかかわる先生方ということで、大変人数

も、その先生方に委ねられると。こういう体

罰が、非常に大きい――いろんな保護者が容

認をする、容認をするというか、私が、監督

に、指導者に殴っていいですと、そういう指

導をしてくださいというふうに考えていると

いうのも報道でも知れているわけですけれど

も、そういったことに関して、どういうふう

な認識のもとにこの対策の検討委員会に問わ

れるような考えですか。 

 

○平田体育保健課長 体育保健課でございま

す。 

 体罰は絶対あっては許されないものであ

り、体罰が起こらないような方向で検討して

いきたいと思っております。 

 体罰が起こる環境としましては、いろん

な、今先生からありましたように、保護者の

方とか、生徒の方の中には容認する立場の方

もいらっしゃるとか、あるいは部活動の閉鎖

性の問題とか、そういったことがありました

ので、そういった運動部活動の中で体罰が起

こらないような環境づくりとか、体制づくり

とか、そういったものについて検討していき

たいと考えております。 

 

○荒木章博委員 ちょっと私の考え方とは違

うですね。そういう認識で、こういう11人の

中の８人を、学校の先生方を選ぶというのは

私は不適切だというふうに思いますね。やっ

ぱり指導者とか、保護者とか、そこにかかわ

る人たちを検討委員会の中に入れて運営をす

るのが当然じゃないかと私は思うんですね。 

 実は私も本会議場でも述べたことがあるん

ですけれども、北署の剣道大会で、体育保健

課の職員が本部席の真ん前で生徒を殴った

と。だから、私は、突然行ってそれをとめて

きた。暴行ですよね。そしたら、家に戻った

らその親から電話かかってきた、電話かかっ

てきて、先生に、監督に殴っていいですとい

うように私が頼んでいるのですから、何も先

生には罪はありませんと。だから、私は、あ

なたばかじゃないかと言ったんですよ。暴行

や傷害は、その場で現行犯逮捕ですよて。大

体あれを逮捕しなかった自体がおかしいんで

す、暴行に対しては。とめたほうが何か悪い

ような感じにとられる。 

 これは、県警の方いらっしゃいますけれど

も、それは、ぶん殴ったの現行で見たなら

ば、どうですか、逮捕ですか。 

 

○浦田刑事部長 暴行がいきなり逮捕かとい

う問題ですけれども、一般に、普通その辺の

若い衆とかチンピラがけんかをしておって、

これはもうどうかせにゃいかぬということで

あれば、程度によっては逮捕ということもあ

ります。 

 ただ、学校のそういうスポーツの、それが

指導するための例えば体罰的な暴行であった

のかという場合だと、なかなかちょっとこれ

は難しいところもありますので、その場合に
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は、ちょっと慎重に捜査するべきだなという

ことになるかと思います。 

 

○荒木章博委員 その後１カ月半したら栄転

をして、大規模中学校の教頭になられると

か、そういう矛盾をしているんですよ。だか

ら、教育委員会の中で、浦田部長今言われた

けれども、体罰、ある程度いいと、体罰は仕

方ないという傾向があるんですよ、今の中

で、はっきり言うて。じゃなければ、教育委

員会が何で――体罰をして私が指摘したの

に、指摘して教育長に苦言を呈したのに、そ

ういう栄転ができますか。容認している以外

に考えられない、私は、はっきり言うて。そ

の点について、教育長どうですか。 

 

○田崎教育長 教育委員会としては、体罰

は、学校教育法にも定められているとおり、

決して許されない行為であるというふうに認

識をしております。 

 今回も、阿蘇のほうであったケースについ

ても、体罰について、そういうことは許され

ないんだという指導を県教委からもしており

ます。 

 今おっしゃられたケースについてですけれ

ども、先ほどの剣道大会でのケースのことだ

と思いますけれども、これにつきましても、

県教委の中で、許されないということで、所

属長からの厳重注意を本人に対しては行って

いるところでございます。 

 

○荒木章博委員 いや、私は、体罰――私も

30年間指導をしていますから、体罰は一切や

らないんですよ。力強い言葉ありますけれど

も、体罰は――手を上げない。それは、体罰

をするということは、みんなが迷惑するんで

すよ、子供たちも。恐怖感をあおるんです

よ、あの雰囲気としてはね。ですから、やっ

ぱりこれは、絶対いじめも体罰もやってはな

らない、刑法の問題は別にして。そういうこ

とをやっぱりやるべきじゃないかなと思って

いるんですね。 

 大体そういう地区においては、ほとんど自

分の地域外から生徒たちを集めて、県外から

集めて、もう自分のところに合宿的みたいに

宿舎に住まわせてやるんですね。例えば、高

森中もそうだし、天明中もそうだし、幾つか

ありますよ、あと。あと４～５校ありますけ

れども、きちんと把握してあるところはそこ

ですね、問題とされているのは。そういう合

同的な中で合宿的なものをやっていく。それ

はなぜかというと、教育長さん、私は、今体

育保健課長の認識は僕は違うと言ったのは、

なぜかというと、今熊本県内の私学のスポー

ツ特待は物すごく多いんですよ。これは本会

議でも申したことありますけれども、そこを

いまだに容認し過ぎているからこんなことに

なる。 

 だから、親は、中学校に３年間月謝免除、

高校月謝免除、大学月謝免除、全てそういう

ストーリーを描くわけですよ。だから、小体

連、中体連の中で、もう指導者どころか親が

はまって、もう先生にけしかけたような感じ

で、そういうのが現実的に今熊本県内、私学

はこれ、21校のうち、もう――ゼロのところ

もたくさんありますけれども、1,000名を超

しているんですよ。今年度は1,100名です

よ、５月１日発表すれば。これ、人数見てみ

ますと、高校３年生が29名、２年生が59名、

１年生は90名なんです。だんだん減っていき

よらぬで、ふえていっているんですよ。 

 だから、指導者が先生から頼まれて、ベス

トエイトまで、ベストフォーまで入れれば無

月謝で行ける、高校３年間または大学まで。

そういったところ、それは全部とは言いませ

んよ。そういったところで指導者もかわいそ

うなんですよ。高森の監督というのは非常に

人間的に立派なんですよ。しかし、情熱が余

って彼がそういう行為を僕は起こしたと思う

んですけれども。そうすると、中には、決勝
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戦で対戦相手するときには、相手が廊下にい

た場合は、相手のチームに見せて、わざとた

たくんですよ。こんなに鍛えているんぞ、そ

ういうやり方をする福岡の学校もあるんで

す。ただ、この中学校というのは、ほとんど

県内の高校には残らないんです。福岡とか大

阪とか、よその学校に行くんですね。そうい

ったことは認識されておりますか、調査され

ておりますか、それをお尋ねします。 

 

○田崎教育長 今の件は、阿蘇の今回の中学

校のことというふうに限ってでよろしいでし

ょうか。 

 

○荒木章博委員 はい。 

 

○田崎教育長 今の高森中学校の剣道部員の

出身がどこかと。それについては県のほうで

も把握をしております。それぞれが高森町に

住民票を移して来ております。町で住民票を

受け入れた以上、教育はその当該市町村の教

育委員会で行うという決まりがありますもん

ですから、今、現状、高森町が行われている

ことが法に違反するとか、そういうことでは

ないというふうに認識しております。 

 

○荒木章博委員 今、教育長から説明があり

ました。 

 私は、中学校というのは、私の認識が間違

っているのかと思うんですけれども、自分の

家からその中学校に通うのが基本じゃないの

かなと思うんですよね。実際熊本市内の中学

校でも、要するに、アパートを借りて、そこ

に住民票を移して、そこから通って、私はそ

ういうところは指摘したんですよね。そした

ら、何か署名簿集めて、共産党の議員に頼ん

で、市のほうでは教育長に、県のほうでは教

育長に要望して、そこにいるのに、なぜなの

かと。先生を異動するのに、なぜそんなこ

と、異動するのかとか、そういう要望を出し

たこともあるんですよね。そうしたことで、

私が間違っているんですかね。大体基本は、

自分の当該の住居からそこに通うと。じゃあ

今から住居票を移していいならば、今教育長

の話であれば、住民票を移してあれば、今幾

つもあっていますけれども、そして学校に行

けるということですかね。 

 

○田崎教育長 私も、荒木委員がおっしゃっ

たような、いわゆる小学校、中学校までは親

元から通っていくのが好ましいというふうに

認識しております。 

 今回も、そういう観点から、高森のほうに

は状況をお聞きし、今後どうされるのかとい

うことも私の考えとしてはお伝えをしており

ます。好ましいことではないということをお

伝えしてお話をさせていただいていると。 

 ただ、これについては、法的に言えば、先

ほどのようなことで、決して何かに違反して

いるとか、そういうことではないものですか

ら、強い、こちらとしてはそこまでの指導と

いいますか、そういうことまでしかできない

ということでございます。 

 以上でございます。 

 

○荒木章博委員 いや、私は、本来に戻る

と、やっぱりこの42ページにあります部活動

のあり方検討委員会と、こういった中に、や

っぱり指導者とか――先生方も忙し過ぎる中

で指導されている先生方とか、そういう思い

とか、学校の先生たちだけが、ほとんど８割

か９割近く入って検討しても実態の話として

はできないと思うし、できれば、私学の先生

方も入っていただいて、指導者も入っていた

だいて、やっぱり1,000人を超す無月謝です

よ。これはもう全国にも名立たる熊本県が今

こういう状況なんですよ。例えば、監督の先

生が、中学校の生徒に、うちに、高校に来て

くれと言うたところ、もう月謝免除、無月謝

しますからということで伝えると、親が何と
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言うかと、こんなこと言うんですよ。たった

それだけですかと、はっきり言うて、笑い話

のようなことだけど。例えば野球のバットと

か、グローブとか、そういうのを含めて、遠

征費も含めて、全て面倒見ます。だからドラ

フト制みたいなんですよ、今は。今の教育界

の現実がですよ。 

 だから、私は、たまたま剣道がこうやって

出たの迷惑なんですよ、僕から言うならば。

腹立たしいんですよ、はっきり言ったら、気

持ちとしては。みんな一生懸命――青少年の

剣道の理念は、青少年の健全育成のために、

また法の理念をもって人間形成を道とすると

いう一つの決まりから外れていることなんで

すよ。だから、そういったところを教育長さ

ん初め県の執行部がある程度認識をして、や

っぱり高校入学に向けた――1,100人を超す

この勢い。もうこれ、中学校が今度またやり

まして、14、16というて33名になっているん

ですよ、月謝免除が、中学生がですね。把握

されていますか。 

 

○緒方義務教育課長 今先生のほうからあり

ましたメンバーの中に、指導者あるいは私立

高校の先生もとおっしゃいましたのは、指導

者につきましては、地域の指導者とか、外部

指導者の件かと――そういうことでございま

すでしょうか。そういう指導者のことかと思

いますけれども、そういった方につきまして

は、現在、指導者の方あるいは私立高校の先

生についてはメンバーに入っていないところ

でございます。といいますのが、これが県教

育委員会の取り組みというふうなことでの部

活動のことでございましたもんですから、入

っていただいてないところでございます。 

 

○荒木章博委員 いや、入らなくてもいいで

すよ、県教委なら。ただ、それだけの認識を

されているのかということを課長に……。 

 

○緒方義務教育課長 中学、高校の中には、

特待生でたくさんの方がいらっしゃるという

ことは把握しております。 

 

○荒木章博委員 だから、やっぱりそういう

ところの、これだけの実数上げて、私学の、

文書課に――総務委員会でも僕は述べたこと

あります。毎年毎年指導してくださいと。し

かし、私はわかるんですよ。建学精神の中

で、県立高校とか違うわけですから、自分の

私学で。ただ、補助金申請は出す。それじゃ

あ、学校においては、200名ですよ、無月謝

が。どういう形態で経営をしていくのかとい

うのが私は疑問なんです。ただ、もうこの勢

いはとまらないです、もう。全生徒、例えば

野球なら全員、８人が、９人が全部要するに

無月謝ですよ。そこで全部とっていくんです

よ、はっきり言うて。 

 だから、建学の精神は私はわかる。しか

し、やっぱりこれをとめなければ、親の考え

方とか、一時期、いっとき殴ったぐらいで、

強くしていただけるならありがたいというの

が今の考え方なんです。だから、全部とは言

いません、さっき言いました。それは、10分

の１でも、５分の１でも、そういう考え方が

あるということ。だから、私学と一緒になっ

て、やっぱりそれをとめていくようにやって

いかなければ、私はいけないんじゃないかな

というふうに思います。教育長、いかがでし

ょうか。 

 

○田崎教育長 おっしゃられている趣旨も理

解できる部分がございます。当面、先ほど申

し上げました11名で発足させていただきます

けれども、その中で、私学の実情、あるいは

そういった指導者の方の意見等を聞くような

場が設けられれば、その中でお話も聞きなが

ら進めていければというふうに思っておりま

す。 
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○荒木章博委員 わかりました。 

 

○浦田刑事部長 先ほどのちょっと補足です

けれども、ちょっと誤解があるといけません

ので……。 

 体罰であれば、暴力はいいということでは

ありませんで、体罰をもってしても、たたい

たり、蹴ったりすれば、警察的には、暴力犯

として、これは捕らえるということでござい

まして、体罰であれば、そういうのは暴力犯

にならないということではありませんので、

一応念のために申し上げておきます。 

 

○荒木章博委員 やっぱりあそこの会場は、

100人以上の警察官がいらっしゃったんです

よ。だから、見て見ぬふりをする――そうい

うことはないと思いますよ。私だけ見とった

つかもしれません。しかし、やっぱりそうい

うあり方というのは、やっぱり注意すると

か、摘発するとか、何らかのやっぱり対応を

していかないと、やっぱり小杉議員も挨拶

し、徳永幸三、当時の北署長も挨拶をして、

きちんとした大会をやっているわけですよ、

警察官の運営の中で、北署の承道館の大会で

すから。だから、私は、そういうときには、

ぱっと注意をされるとか、そういうのも、ま

あまあ終わったことですから、欲しかったん

じゃないかなというふうに思いますので。 

 以上です。 

 

○髙野洋介委員長 先ほど教育長も言われま

したし、荒木委員も言われましたけれども、

学校教育法で体罰は禁止されているというこ

となので、それは一致していると思いますの

で、私立のほうも、きちんと教育委員会のほ

うから総務のほうに働きかけながら、同じ意

識レベルのもとで今後やっていただきたいと

いうふうに思っておりますので、今後またよ

ろしくお願いしたいと思っております。 

 ほかにございませんか。 

 

○松田三郎委員 教育委員会のほうの資料の

35ページ、特別支援教育課の髙橋課長にお尋

ねします。場合によっては学校人事課長かも

しれませんが……。 

 下段のほうのいわゆる発達障害について、

小学校、中学校には、年々そういう要望があ

って、いわゆる特別支援の学級というものが

ふえているようでございます。それに反して

といいますか、県立高校でも一部にはそうい

う御要望があるやに聞いております。ただ、

聞くところによりますと、制度上は設置でき

るけれども、熊本県内では今設置の例はたし

かないという話で、もちろん財政上の理由、

制約もあろうかと思いますし、例えば、単位

制であるとか、あるいは教科も中学校からす

ると大分多くなりますので、それなりの難し

さもあるんだろうと思いますが、端的に、今

少なくとも設置しないというか、設置できな

い理由というものをお聞かせいただきたいと

思います。 

 

○髙橋特別支援教育課長 高等学校における

特別支援学級につきましては、学校教育法の

80条に高等学校も明記はされております。し

かし、学習指導要領で特別な教育課程の編成

というのがありまして、小学校も中学校も、

子供さんの実態で普通の教育課程が難しい子

供さんの場合、それを弾力的――内容を少し

学年を下げたりとか、内容を別のものに変え

たり、知的障害の特別支援学校の教育課程に

変えたりとか、そういったことができるんで

すけれども、その学習指導要領上の特別な教

育課程の編成といったことが高等学校で認め

られておりません。特別支援学級をつくるこ

とはできるんですけれども、そこで行われる

教育に関しては、高等学校の教育課程をその

まま使うということが、制約の一つはそれで

ございます。 

 ２点目が、教員の定数上の配置で、高等学
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校の特別支援学級については教員の定数がつ

いておりません。そういうことで、県の持ち

出し、全員持ち出しということであれば、教

員の配置はできるわけですけれども、そうい

ったことで、本県のみならず、全国で公立の

高等学校で特別支援学級をつくっている例は

一件もございません。唯一大阪府に自立支援

コースというのがあるんですけれども、それ

に関しては、各学年に２人か３人ずつの学習

グループをつくっておりますけれども、それ

に関しては文部科学省のほうも公に認めてお

りませんし、我々も、各学年２～３人ずつの

グループができたとして、その生徒たちの学

校生活がどうなのかということに関しては少

し疑義を持っております。 

 以上でございます。 

 

○松田三郎委員 ということは、設置は可能

だけれども、法律上。さっきおっしゃる弾力

的なのができないから事実上はもうできない

と。他県に何か例があると聞いたけれども、

じゃあ、その大阪の例なのか、私の誤解なの

か――全くないわけですね。 

 

○髙橋特別支援教育課長 大阪のその自立支

援コースというのがありますし、県によりま

しては――本県にもございますけれども、高

等学校の中に特別支援学校の分教室を設置し

ております。本県でも、芦北高等学校の中に

芦北支援学校の分教室、そして甲佐高等学校

の中に松橋西支援学校の分教室を設置してお

ります。なかなか特別な教育課程の編成がで

きない状況でありますので、この分教室が、

ある意味、高等学校の特別支援学級にかわる

ような、そういう役割は持っているんじゃな

かろうかと思っております。 

 以上です。 

 

○松田三郎委員 その下の資料にあります新

規の、下段の３番、モデル校を高等学校１校

指定をしてと、この具体的支援方法について

研究する、言うなら、例えば、今教育委員会

で考えられている、こういうのが幾つか考え

られるなというのがありましたら、例えばモ

デル校がもう既に決まっているのか、どこな

のか含めてお答えいただきたい。 

 

○髙橋特別支援教育課長 このモデルスクー

ルといいますものでは、鹿本農業高校の指定

を考えて、今国のほうに申請中でございま

す。 

 このインクルーシブ教育という言葉は使っ

ておりますけれども、文部科学省のほうは、

共生社会に向けて、このインクルーシブ教育

システムが大事であると。そのためには、今

の現在の特別支援教育を着実に推進すること

が必要であるということで、タイトルはイン

クルーシブでございますけれども、実際の事

業内容は、現在の特別支援教育を推進する

と。 

 この事業の大きな目玉は、合理的配慮協力

員という、このインクルーシブの中で合理的

配慮をする協力員という方を非常勤で雇用し

てもよいと。その方が、実際学校に常駐した

り、あるいは巡回をして、そして先生方にア

ドバイスをしたり、保護者の相談に乗った

り、実際の授業を見て、そして、例えば発達

障害の生徒がいたときに、板書の仕方とか、

あるいはその生徒に対する、Ａ君ならＡ君と

いう生徒に対する発問について、こういうふ

うに話をしたほうがわかりやすいとか、視覚

的情報を用いたほうがわかりやすいとか、そ

ういう具体的なアドバイスができる、そうい

う人を入れる事業で、その方の存在と働きぐ

あいがこの事業の成否を握るんじゃなかろう

かと。 

 誰でもいいということでなくて、特別支援

学校、あるいは特別支援学級で長年勤めた知

識と経験のある方がその協力員として配置さ

れれば、今までできなかったような、そうい
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ういろんな意味での効果が上がるんじゃない

かなと思っております。 

 

○松田三郎委員 よくわかりました。 

 １つだけ含めて、ちょっと要望といいます

か、かねがねお願いしていることであります

が、さっき言いました小学校――高校の話は

わかりました。小学校、中学校、県の教育委

員会の指導のもと、発達障害に関する研修と

いうのも非常にふえているようでございま

す。 

 一方では、非常にやっぱりよく勉強なさっ

ておられる現場の先生も多いように評価をい

たしておりますが、他方では、特別支援学級

の担任で、何か最初のころ、４月に、親御さ

んに、私は自閉症のことはいっちょんわから

ぬですもんなというような、謙遜してなのか

どうかわかりませんが、片方には、そういう

方もいらっしゃる。ということは、まだまだ

結構ばらつきもあるのかなと思いますので、

引き続きレベルアップを図っていただきた

い。 

 ただ、その場合、今でさえ大変忙しい、多

忙感といいますか、現場の先生でございます

ので、今のままで研修の回数をふやしたりす

ると、なおのことお忙しいのに輪をかけてし

まうということで、教育委員会のほうも、も

う既に事務的な負担をかなり軽減しようとい

うふうな取り組みもしていただいているよう

でございますので、そういったほうも引き続

きやっていただいて、できるだけ小学校、中

学校――小学校のほうにおいては、発達障害

の子供さんに限らず、一人一人の子供さんに

接する時間を、これは引き続きそういう点も

注意して取り組んでいただきたいというの

と、最近よく聞きますが、家庭ですから、教

育委員会だけじゃなくて、健康福祉部などと

の連携も必要かと思いますけれども、核家族

化しまして、発達障害をお持ちの親御さん、

とりわけ母親が非常に自分を責めたりとか、

あるいは何かいろいろうまくいかないときに

相談するところが――一応一覧表とかあるん

ですけれども、いろいろ配布なさっておられ

ますけれども、なかなか相談するところが少

ないということで、非常に親としても目いっ

ぱいになってしまっていらっしゃるというと

ころが多いというところも聞きますので、家

庭教育支援条例の一環でもありますが、親支

援の部分も、どこかほかの部局と連携をして

いただいて、そっちのほうにも目を向けてい

ただきたいと思います。 

 以上、要望でございます。 

 

○髙野洋介委員長 次に。 

 

○鎌田聡委員 冒頭、田崎教育長の説明要旨

の中で、先般の県立高校の女子生徒の自殺と

いうことでお話がございまして、大変本当に

痛ましい、悲しいことだったというふうに思

いますので、これからいろいろ調査等含めて

やられていくと思いますけれども、その中

で、命を大切にする教育を一層強化するとい

うことで、教育長の説明の中では話ございま

した。もう命を大切にすることは、これは当

然だと思いますし、そのことは重々生徒もわ

かっていながらも、やっぱりこういった事態

になったということもあると思いますので、

ただ命を大切にする教育だけじゃ、やっぱり

こういう事態回避できないことも、そこまで

思い詰めている状況で至ったんじゃないかと

いうことも考えられますので、やっぱり生徒

がこういう状況でいろいろ思い悩んでいると

きに、そこを受けとめられる、そこをきちん

と把握できる体制整備というのも一方ではで

すね、ただ単に命の大切さだけを教えるんじ

ゃなくて、学校としてそういう体制整備も必

要じゃないかなと思いますけれども、スクー

ルソーシャルワーカーを３名配置するという

ことでありますけれども、そういったのも含

めて、そういった生徒の状況把握ということ
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についての、やっぱりそこをどういうふうに

今後やっていくのかということについても考

え方を示していただきたいと思います。 

 

○上川高校教育課長 高校教育課でございま

す。 

 このたびの県立高校の女子生徒がみずから

命をなくしました点につきましては、本当に

残念で悲しい事案でございます。また、委員

の先生方にも大変御心配をおかけいたしまし

て、この場をおかりしましておわびを申し上

げます。 

 現在、この事案につきましては、校内に調

査委員会を、これは保護者代表等外部の方も

入っていただいての調査委員会を立ち上げま

して、真摯に調査を進めておるところでござ

います。また、在校生の心のケアにつきまし

ても、高校教育課からスクールソーシャルワ

ーカーやあるいは臨床心理士などを緊急に派

遣いたしまして、学校支援に取り組んでおる

ところでございます。 

 また、今先生から御指摘のありました未然

防止につきましても、心、命を大切にする教

育を推し進めていくことはもちろんですけれ

ども、スクールソーシャルワーカーを今年度

は３地域に配置することができましたが、各

学校におきましても、校長を中心として教育

相談のシステムをもう一度見直して、生徒た

ちと向き合う時間をふやしながら、生徒の心

に寄り添うような、そういう教育を一層推進

していく必要があると思います。 

 具体的な取り組みにつきましては、これか

ら本課からも学校にそのプログラムについて

示してまいりたいというふうに思っておりま

す。 

 

○鎌田聡委員 今これからの取り組みについ

てお話ございました。 

 特に、やっぱり未然防止で、先ほど言った

ように、子供たちの思いを受けとめられるよ

うな状況がやっぱり必要だというふうに思い

ますので、スクールソーシャルワーカーの３

地域でどうなのかということ、非常にこれで

はなかなか各学校――それと、あと、学校と

スクールソーシャルワーカー連携できたとし

ても、じゃあ、子供たちとスクールソーシャ

ルワーカー連携できるのかどうかということ

もありますので、そこもうまくきちんと子供

たちがやっぱり相談しやすい体制というのを

つくっていただきたいと思いますけれども、

今後の議論だと思いますが、ぜひその点は十

分に考えていただいて、なかなか校長を中心

にということになりますと、先生にとっては

やっぱりそこのところがなかなかうまくいか

ない部分がありますので、生徒から直接相談

できるような体制も講じていただきたいと思

いますけれども、その点いかがでしょうか。 

 

○上川高校教育課長 スクールソーシャルワ

ーカーにつきましては、平成24年度は、県立

高校では、モデル的に県央の湧心館高校１校

に配置をしておったところでございます。今

年度、県北と県南にも１校ずつ配置校をふや

したところでございます。 

 この配置校を拠点として全県内に対応して

まいりたいと思いますが、もちろんこれで十

分だと考えているわけではありません。今後

とも、しっかり検証を進めながらと考えてお

ります。 

 それから、スクールソーシャルワーカーと

いうのはあくまで補助的なものでございまし

て、第一義的には、学校の教員が生徒に当た

るというのがもちろん第一義でございます。

各教員のカウンセリングスキルを高めていく

ような、そういう取り組みも同時に進めてい

く必要があるというふうに考えています。 

 

○鎌田聡委員 もちろん、やっぱり常日ごろ

子供たちが接しているのは先生たちですか

ら、そういう意味で、今おっしゃられたよう
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なカウンセリングのところをぜひ高めていた

だきたいと思いますし、二度とこういう悲し

い事案が起こらないように、ぜひ徹底的にこ

ういった防止策というのを講じていただきた

いと思います。それを要望しておきます。 

 

○髙野洋介委員長 要望でいいですか。 

 

○鎌田聡委員 はい。 

 

○髙野洋介委員長 次に。 

 

○前田憲秀委員 資料の27ページのモンタナ

大学高校生派遣事業についてお尋ねをしたい

と思うんですけれども、先ほど説明もありま

したけれども、人選方法とか、もう少し詳し

く今わかっている範囲で教えていただいてよ

ろしいでしょうか。 

 

○上川高校教育課長 この州立モンタナ大学

への派遣事業は、県内の高校生15名、これ

は、私立の高校生も含めまして15名を派遣し

たいというふうに考えております。 

 引率教員も現在のところ３名を予定してお

ります。私立の教員も含めて３名の教員を引

率教員として派遣し、指導力向上にもつなげ

たいというふうに思っています。 

 選考につきましては、各学校から推薦をい

ただいて、現在のところ、面接でありますと

か、あるいは書類審査でありますとか、学科

等も考慮しながら派遣生を決定する予定にし

ております。 

 

○前田憲秀委員 私が、いろいろ若い人と接

する中で、今の時代は、情報も環境も非常

に、海外に出ていろんなものを学ぶ機会は、

我々が学生のころからすると非常に整ってい

るんじゃないかと思うんですが、当の若い人

たちは、外に出たがらない、留学も余り興味

がないという印象も受けます。そこら辺は、

どういうふうに分析というか、感じられてい

ますか。感想でも結構ですけれども。 

 

○上川高校教育課長 御指摘いただきました

ように、これは全国的な傾向でございます

が、海外留学を希望する生徒の数は減少傾向

にございます。高校教育課といたしまして

も、このことを憂慮しまして、海外に目を向

ける高校生を育てるために、留学も促進事業

をしております。ただ、そのきっかけとし

て、このモンタナ派遣事業というのは２週間

の期間でございますので、高校生も希望しや

すい期間、これがやがて留学に、そして海外

大学への挑戦へというようにつながっていく

ような、そういう端緒としての取り組みだと

いうふうに大切に考えておるところでござい

ます。 

 

○前田憲秀委員 私も全く同感でありまし

て、行く行くは、今これ、15名予定していま

すけれども、希望者がふえて選考に困るとい

うぐらい、何かそういうモデル的なものにつ

くり上げていただきたいなというふうにも思

います。 

 それと、この中に海外大学への進学者拡充

を目指すという文言もありますけれども、ぜ

ひ、どれぐらいの留学生、また進学者を県か

ら輩出するのかというやっぱり数値目標もき

ちんと立てられるように、ビジョンも立てて

いただきたいなというふうに思いますけれど

も、そこら辺はいかがでしょうか。 

 

○上川高校教育課長 海外の昨年度の留学生

は県内11名でございました。最盛期に比べま

すと、随分と数を減らしております。今後、

目標値をきちんと立てて進めていかなければ

ならないと思っています。 

 海外大学への進学につきましては、モンタ

ナ大学の奨学制度等ありまして、若干名の生

徒が進学をしておりますが、まだまだ小さい
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数字でございますので、これも力を入れて進

めてまいりたいというふうに思います。 

 

○前田憲秀委員 ぜひ、そのような目標もき

ちんとできるような形で、熊本モデル的なも

のになるように、しっかり発展をしていただ

きたいという要望をさせていただきます。 

 以上です。 

 

○早川英明委員 その上の26ページですか

ね、高校教育課ですけれども、英語授業改善

プロジェクトとここにありますが、これは、

高校の英語の先生の教育力の向上を図るため

の事業でしょうけれども、まずお聞きしたい

のは、今、英語で会話ができる高校生、平均

的に英語で会話ができる生徒さんといいます

か、どのくらいのレベルまでの会話ができる

ということを把握しておられますか。 

 

○上川高校教育課長 済みません、そこは、

高校に入学してきます段階で日常会話は――

よく言われますのは、中学の英語をきちっと

理解していれば英会話はできるということで

しょうけれども、実際に体験しないと、なか

なか生きた英会話というのができない状況に

あるかと思います。新学習指導要領の中で

は、生きた会話を授業の中でと、英語を使っ

て授業をするということはそういう意味合い

を持っておりますので、先生お尋ねでござい

ますが、今県立の高校生がどのぐらい英会話

力があるかという数値は今持ち合わせており

ません。済みません。申しわけございませ

ん。 

 

○早川英明委員 私の経験から、中学義務教

育で３年、高校教育で３年、計６年英語を習

って、そして出てきたときに、今はもうそれ

ぞれ皆さん方、今この教育現場、あるいはま

た、生徒の皆さん方も教育に目覚めて、英語

は今私たちより以上に勉強されるから、それ

はあるというふうに思いますけれども、私た

ちの経験からすれば、ほとんどもう会話とし

ては無に近い状況ですよね。 

 ただ、私がこの――今度逆に言えば、国語

をちょっと考えてみてください。仮に日本の

国語の試験で赤点とった人でも日常生活には

何にも影響ないわけですね、話すことができ

ますから。私は、それと一緒で、この英語の

授業そのものの内容が、今のこの教育の中で

いかがなものかなというふうなことを思いま

す。例えば、英語で熟語とかそういうのを習

っとっても会話がでけぬなら何にもならな

い。今私が言いましたように、国語の授業、

国語の点数で赤点とっても何にも影響ないわ

けですね。 

 だから、もちろん、この英語の先生の指導

はもちろんそうでしょうけれども、先ほど課

長がおっしゃったような、英語の授業の内容

そのものも今後は少し変えるべきじゃないか

なというふうなことを思いますけれども、ど

うでしょうか。 

 

○上川高校教育課長 本事業の大きな目的の

一つもそこにありまして、まずは英語教員の

意識改革といいますか、そういうところから

新学習指導要領に対応していく必要があると

いうふうに考えています。 

 これまでの文法を中心とした授業から、ス

ピーキング、実用的な会話能力を、発信能力

を高めていく授業への転換が求められている

というふうに思っておりますので、この取り

組みの中で２泊３日の英語教員の宿泊研修を

やりますが、その中では、ＡＬＴなども入れ

まして、全て英語で生活をすると。そして、

その中で英語の授業を生徒たちにどう伝えて

いくかと、していくかという授業研究もやっ

てまいります。 

 そういうところで、できるだけ数多くの教

員をこの研修に参加させて、まずは教員の意

識改革からというふうに考えておるところで
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ございます。 

 

○早川英明委員 ぜひそのようなことで、高

校３年間卒業するときには、童話の話ぐらい

でもできるような会話力をつけていただきた

いなというふうに思います。どうぞよろしく

お願い申し上げます。 

 

○山本秀久委員 ちょっと私は関連。ちょっ

と私は耳が遠いから、大きい声で話してくだ

さい。 

 実は、今関連しますけれども、この留学す

る場合、まず、ここに環境の勉強させたりと

か、それと「熊本の心」とかと打ち出してあ

るようだけど、そういうことをするとき、留

学生に対して、本当に日本の文化のよさとい

うものを身につけさせて留学させなきゃ、日

本人というものは誤解を受ける面があるんで

すよ。 

 だから、今、早川さんの話、ちょっと聞い

とったけれども、ただ英語だけ堪能じゃだめ

なんだ。日本人としての心を持った、文化的

なものを持った者を留学させるような、そう

いうものをさせなきゃ何にもならぬと私は思

うわけですよ。基本が間違っていないかと。

ただ英語ができればいいとか、学校の先生か

ら頼まれたからいいか、そうじゃなくて、内

容も含んだものを、含んだ留学をさせなきゃ

おかしいんじゃないかということを言ってい

るわけだ。 

 私なんかもうこんな県会になってからモン

タナに何回か行ってるけれども、我々は行く

ときには、ちゃんと日本人として、議員とし

て、そして誇りを持って、きずなを深く持っ

たものを持って対等にモンタナと話をしてく

るわけだ。そうしたときに、本当に日本の持

ち味というものかな、そういうのを、文化を

つながられるような情勢をつくっていかなき

ゃ、今水俣の環境の勉強をさせるとか何とか

とやっているけれども、環境というものがい

かに大切であるかとか、そういうものを含ん

だ者を留学させるようにしなけりゃ何にもな

らぬじゃないかと私は気がするわけです。私

が言っていることは、そういうことなんだ。

 だから、そういう基本を持ってやっていた

だいているかどうかを聞きたかったわけなん

だよ。 

 

○上川高校教育課長 先生から御指摘いただ

きました留学をしていく者の心構えのことで

ございますが、本課で留学をする生徒に対し

て支援事業を行っております。これは校長の

推薦をもとに支援事業を行っておりますが、

熊本県を代表して留学をしていく生徒でござ

いますので、しっかりとその辺の伝統文化、

日本人としての誇りを持って熊本県を代表し

ていく生徒を推薦していただいているという

ふうに考えておるところでございます。 

 

○山本秀久委員 そんな今言ったことが基本

にあってやっているなら私は何も言いません

よ。そういうことです。 

 以上です。 

 

○髙野洋介委員長 ほかに質疑ありません

か。 

 

○荒木章博委員 20と22ページですね。熊本

歴史・文学館推進事業と新しく予算がついて

いますけれども、この熊本歴史・文学館(仮

称)ということであっていますけれども、や

っぱり熊本には、加藤、細川というのと文学

館を結びつけるというのは非常にちょっと疑

問も感じるんですけれども、場所がないとい

うことで。１つの近代文学館の中に併設をす

るということになります。そうなると、やっ

ぱり加藤、細川という名前を私は入れるべき

じゃないかなというふうに思いますけれど

も、いかがでしょうか。 
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○石川社会教育課長 近代文学館を歴史・文

学館へ拡充していく中で、名称については、

現在仮称となっております。 

 名称について、今、加藤、細川というもの

も入れていくとどうかという御提案と承知し

ておりますが、これから名称についても議論

をしていきますけれども、逆に熊本の歴史と

いう場合に、加藤、細川だけでないところも

ありますし、また、図書館で持っている古文

書、歴史関係の文書に関しても、もちろん加

藤、細川に関するものもありますけれども、

そのほかに、相良家に関するものとか、天草

に関する資料なんかもありまして、県立図書

館として熊本県全体のやはり歴史、文化の情

報発信をしていくことも必要ではないかなと

いうふうに思っておりますので、今の私の中

で、名称をこうすべきというところはなかな

か答えられませんけれども、私の個人的な感

触としましては、加藤、細川ということを入

れるということにこだわらなくてもいいのか

なと思っておりますが、これは、また多くの

意見を聞きながら検討したいと思います。 

 

○荒木章博委員 個人的な意見は僕は聞いて

ない。だから、今言われたようなことはわか

りますので、熊本は、加藤、細川というのが

非常に重要なことであるので、考えてほしい

ということで……。 

 それでは――もう言わないですけれども、

22ページの細川コレクションの常設展につい

ての話ですけれども、非常にこの県立美術館

と熊本城が――あれだけ熊本城は年間100何

十万ですか、50～60万入って、県立美術館は

少ない。そして、加藤、細川の国宝やら重宝

やら、いろんなのがあるにもかかわらず、観

光客が見に来ない。そういう割引とか何とか

そういうの含めた形の中で今後検討される考

えはないのかが１つ。 

 もう一つにおいては、今度、海づくりの形

で、天皇陛下が熊本にお越しをされるという

ふうに聞いております。過去にも県立美術館

で、私も、天皇陛下が来られたときに、あそ

こに立っていたんですけれども、入り口のと

ころからずっと。展示に、見学に来られた。

そのときに、私の隣が国立病院の病院長だっ

たけれども、そこに陛下がお言葉をいただか

れたりされたんですけれども、県立美術館と

いうのは非常にかかわり合いが深い。また、

国の細川――この前も重要文化財が出てきた

んですけれども、だから、熊大に古文書があ

るわけですけれども、そういった熊大の古文

書も、やっぱりたまにはこちらのほうに、常

設展のほうに展示、皆に公開を、一部でもで

きるように考えていくべきではないかと思う

のが２点です。 

 もう一点は、県立美術館に入りますと、お

もてなしの心とよく言葉が出ますけれども、

入り口が３カ所あります。正面と横から、真

ん中の喫茶のほうから入るのと、これは普通

は一般の人は入りませんけれども、管理棟の

ほうから入る３つのルートがありますけれど

も、残念ながら少しの雨でも――私も美術館

にはよく行くんですけれども、２カ所は、ち

ょっとした雨でも排水があって通れないんで

すよ。そして、横をよけていかなんと。そう

すると、やっぱりいろんな人が言うのには、

そこね――芝で滑るんですね。真っすぐ通路

は通れないんですよ、雨にぬれてですね。そ

ういったことも将来――ここは国指定の場所

であるということはわかりますけれども、や

っぱりきちんとした国宝や重宝が展示でき

る、また、９月の海づくりには、いつ天皇陛

下が来られるかわからないのに、雨のときは

どうされるのかと。 

 そういうことも考えられた中で、この３つ

をお尋ねしたいと思います。 

 

○小田文化課長 今、荒木先生のほうから３

点御指摘があって、まず、１つ、真ん中の第

２点の、いわゆる熊本大学の永青文庫研究セ
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ンター、ここで７万から８万点の、御承知の

とおり、藩政資料とか古文書の、今解読とい

いますか、目録作成を中心にやっておりま

す。あわせて、県立美術館のほうでは、寄託

品であるとか、預かり品、1,500点の修復等

もやって展示をしていこうと。 

 今先生が御指摘のとおり、熊大の永青文庫

のほうで解読をしました書状であるとか、あ

るいは重賢公のいろいろな日記であるとか、

そういうものを部分的には今まで――今ちょ

っと調べましたら25点、今までに何か出した

ことがあると、美術館の展示にですね。ただ

し、残念ながら多くの、まだたくさんあるん

ですけれども、そこをまだ展示するまでには

至っておりません。ですから、今お話があり

ましたことを踏まえまして、今後、熊大のほ

うで解析をいたしました貴重な古文書につい

ては、できるだけ美術館の細川コレクション

展示室の中で展示をしていくように今年度か

ら協議をしていきたいと思っておりますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

 それから、３点目にございました美術館の

入り口が、入れるところが３カ所ございま

す。一番正面のお客様の一般的な入り口、そ

れからコーヒーの喫茶室に上がっていく通路

というのがございます。それからもう１つ、

これは関係者だけが事務棟に入るときの入り

口ということで。実は、お話しのとおり、非

常に強い雨がしばらく降りますと、あそこが

川のような状態で水が高いほうから低いほう

に流れまして、なかなかお客様が通れないよ

うな状況にあると。これは、実はこの道路と

いうのが二の丸公園の管理用の道路というこ

とになっておりまして、この管理は、熊本城

の総合事務所という熊本市の事務所が管理を

しております。美術館のほうから昨年来要望

をいたしまして、非常にお客様の安全とか、

あるいは通れないような状況があるから何と

かできないだろうかというお話をしまして、

実は、昨年の９月、10月に一応工事をいたし

ました。それは、20センチぐらいの配管があ

るんですが、そこが木の枝とか詰まって水が

通らなくてあふれてしまうということだか

ら、配管をかえたんですが、実は、その20セ

ンチの配管でかえているもんですから、やは

りいまだに――大分よくはなったんですが、

やはり強い雨が降ると、もう30分ぐらいは水

がはけないというような状況がございますの

で、今後、その配管の管を少し大きく、倍以

上の管にかえるようなことで、これは、先生

が御指摘あったように、特別史跡の中のもの

でありますので、文化庁に現状変更という許

可が要るんですけれども、これは熊本市のほ

うから。そこまでいってどうなのかというよ

うな協議、場合によって、もしだめなとき

は、それにかわるような、横を回って安全に

行けるような、例えばキャプションを出して

みたりとか、あるいはほかに何か方法がある

のか早急に美術館と協議をして考えていきた

いと思っております。 

 

○荒木章博委員 １点目は。 

 

○小田文化課長 失礼しました。 

 お話しのとおり、これ、熊本城の入館者、

これが美術館のほうに来ていただけるなら、

こんな幸いなことはないわけでありまして、

美術館も入館増というのは一生懸命今やって

おりますので、現実にことしの４月１日か

ら、まだ数は少ないんですが、熊本市がレン

タサイクルという自転車の貸し出しをやって

おりますので、このレンタサイクルに乗って

きた人については、美術館に入るときにその

旨言っていただいて確認できれば、団体利用

の割引をするということを実際に今やってお

ります。 

 ただ、これは少し数がまだ少のうございま

すけれども、そして対策で考えておりますの

は、熊本城の当日券、入ったという当日券を

美術館に持ってきていただければ、美術館の
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ほうも、団体利用、20人以上の団体利用の割

引をいたしますが、この割引の適用をする

と。これを今考えております。 

 さらに、これを相互でやったらどうかと。

つまり、美術館に入った入場券を熊本城に持

っていくと、熊本城のほうも何らかの割引を

するというようなことを相互にやってはどう

かということを、今、熊本市、さっきの熊本

城管理事務所等に話を出しているところでご

ざいます。 

 

○荒木章博委員 ２番目の展示の古文書を含

めたやつは、やっぱり１億6,000万も細川財

団のほうには出しているわけですね。だか

ら、細川さんが知事になったとき、300万を5

00万に上げているんですよ。そして、よそに

出そうなんていうことがあったので、私はや

っぱりこの１億6,000万も、熊本県は――ま

いっとき、今年度は800万払っているわけで

すよ。だから、そういう立派なものを、県民

や、また国民が、また海外の人も含めて、一

部でもこういうすばらしいものがあると、歴

史と文化を知る上で文化関係者には非常に宝

なんですよ。だから、ぜひこれの展示を、一

部でもいいですので、お願いをしたいという

ふうに思っております。 

 それと、管理用の――今熊本城に入館、そ

して県立美術館に入館、いろんなお互い相互

の県とか市とか、割合で自分たちだけで決め

るんではなくて、お互いが相乗効果を生み出

すように、熊本城だけでは、もうイベント―

―国が、非常に文化庁がやかましく言ったで

しょう、イベントばかりの感じばっかりにな

っとると。中身はやっぱり県立美術館です

よ。細川展ですよ。この中身を知って――だ

から、この前、文科大臣に私は20分お会いし

たとき、熊日の記者の方もいらっしゃったけ

ど、３人でお会いしたとき、話したときに、

今、ＩＯＣの委員は、クーベルタン男爵が言

われたように、おのれを律する、おのれに克

つ、おのれを知る、これは宮本武蔵が370年

前に言ったことなんですよ。ですね。ですか

ら、今世界に読まれている武蔵の五輪書、こ

れをぜひ熊本で――どこで書いたのか、熊本

の霊巌洞で書いたんだということを言われ

て、行ってみたいなと、ＩＯＣの委員が言わ

れたと僕は聞きました。だから、これは、今

から県立美術館を柱として、日本の、やっぱ

り世界のキャンプ地とか、いろいろ含めて―

―今教育長もバッジをここにはめておられる

んですけれども、はめて、オリンピックのバ

ッジ、左は私の同級生の松木薫の拉致のあれ

ですけれども、やっぱり日本は、前回のと

き、天皇陛下、皇族は出なかったんです。今

回は皇太子が出られてお言葉をされたんです

よ。だから、日本は、イスタンブールには負

けられないんですよ。だから、そういうのを

含めて、日本にすばらしいものを、文化と歴

史。だけん、卓球を見せたいとか、ＩＯＣ

に。柔道見せたって感動もないんですよ。た

だ、ＩＯＣの委員が、この細川秘伝に残る五

輪書を、門外不出の五輪書も、もう非常に宮

本武蔵を尊敬しているというアイデアを僕は

いただいたもんですから、ぜひ、これを含め

て、熊本県が、この県立美術館ここにあり、

そして細川展ここにありと、そう言えるよう

なやっぱり観光地づくりとか、文化づくりと

か、そしてやっぱり９月の決定に向けて――

だから、僕は提案書を出しています、今、は

っきり言って。だから、ぜひそれをお願いし

たいというふうに思います。 

 以上です。 

 

○髙野洋介委員長 要望でいいですか。 

 

○荒木章博委員 はい、要望です。 

 

○髙野洋介委員長 ほかに質疑ありません

か。 
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○鎌田聡委員 ちょっとざくっとした話です

けれども、９ページの当初予算総括表で気に

なったのが、前年度当初から本年度が20億ぐ

らい教育予算が減っているんですよね。その

中で特に学校人事課が15億減っている状況が

ありますので、この要因は何ですか、少子化

に伴って先生たちが減ったとか、そういう状

況ですか。 

 

○山本学校人事課長 これにつきましては、

退職手当条例の改正に伴う支給額の減、それ

から退職手当の支給対象者の減によるもので

ございます。 

 

○鎌田聡委員 じゃあ、教員数ががくっと減

ったとか、そういうことじゃないということ

で理解しとっていいですね。 

 

○山本学校人事課長 はい、そういうことで

ございます。 

 

○鎌田聡委員 わかりました。 

 

○髙野洋介委員長 教育委員会にかかわる質

疑はありませんか。 

  （｢ありません」と呼ぶ者あり) 

○髙野洋介委員長 それでは、引き続き警察

本部にかかわる質疑はありませんか。 

 

○松田三郎委員 警察本部に。すぐ終わりま

すけれども。 

 これ、25年度だから、まだその前だったの

かもしれませんけれども、いわゆる――多分

刑事部長か、場合によっては本部長かもしれ

ませんが、いわゆるネット選挙が解禁になっ

て、最初の選挙が７月執行予定の参議院選挙

だろうと。 

 この資料にも、毎回毎回、この負担人口が

熊本県では非常に少ない警察官数で頑張って

いただいとると。これ以上――もちろん今ま

での選挙媒体も使われるわけでしょうから、

プラスこういう電子の媒体等々で、非常に我

々も勉強しながら、ちょっとグレーゾーンと

思えるようなことも出てくるんだろうと、利

用する人も。あるいは警察のほうも初めての

経験で……。 

 ということは、これ以上警察官ふやして体

制を整備してというのがかなり難しいのかな

と思う中で、どういった体制でといいます

か、取り組みをしようと思っておられるの

か、ちょっとでも――誤解のないように、そ

れ聞いたけん、違反ぎりぎりのことをしよう

と自民党は思っているわけじゃございません

ので、そういうのがありましたらちょっと教

えていただきたい。 

 

○浦田刑事部長 今回、お話がありましたよ

うに、参議院選挙からインターネットを使っ

た選挙もできるということで、選挙の方法が

拡大されてきたということだろうと思いま

す。 

 警察としましては、選挙違反取り締まりに

対する基本的なスタンスは、これをもって従

来と変わるわけではありません。あくまで

も、買収、供応とか、そういう実質的な悪質

違反を検挙するということが重点になると思

います。 

 ただ、今回のこのインターネットの選挙

も、いろいろちょっと間違って、形式的な違

反といいますけれども、例えば文書図画を間

違って配布したというのはよくありますけれ

ども、そういうふうな違反になるのが一般的

であろうというふうに思います。 

 ただ、それが、どれがどう違反なのかとい

うのが、こちらも今ちょっと勉強中でござい

まして、いろいろ資料も出てまいっておりま

すので、それを見ながら、この新しい法律に

違反するのがあれば形式的違反ということ

で、警告というようなことをやって、選挙は

取り組んでまいりたいというふうには考えて

 - 34 -



第２回 熊本県議会 教育警察常任委員会会議記録（平成25年４月25日) 

 

おります。 

 

○松田三郎委員 いいです。 

 

○髙野洋介委員長 大丈夫ですか。 

 ほかにございませんか。 

 

○荒木章博委員 先般、小学校の通学の時間

に、学校の先生が子供たちを青信号で渡して

いたときに、赤信号を無視して体当たりをし

たということで、先生が入院をされるとい

う、そして子供たちにも非常にショッキング

な出来事が起きたということなんですね。 

 私も、いろいろ子供の安全に係る、守ると

いうことで、これは警察大学の政策研究セン

ターがつくっている本を見てみましたら、地

域安全マップづくりというのが、一応入賞者

も警察官ですけれども、２位、３位の人は違

うんですけれども、非常に地域安全マップづ

くりをどう取り組んでいくか。今、熊本県に

おいても、郊外型の犯罪というのが、要する

に、高速道路が非常に車乗り入れができて、

郊外に今大きい店舗ができていますから、郊

外型の犯罪に対応するやり方も県警の皆さん

方では考えられていると思うんですけれど

も、そういった中で、やっぱり地域の死角―

―駐在所があるところというのは非常に連携

がとれていて、その地域とお話し合いをした

り、取り組みなんかやっているんですけれど

も、こういうマップというのは、教育委員会

とも関連をしてくる問題なんですけれども、

そういう死角に対する対応、やっぱり地域を

挙げてそれに取り組んでいくことで犯罪の抑

止力をつくっていくと。そういうことで、こ

ういう安全マップづくりについてどのように

考えて――これは警務部長さんですかね、ど

なた……。 

 

○浦次生活安全部長 犯罪抑止の関係からの

犯罪マップだろうというふうに解釈します。

 生活安全企画課で、県下で発生します犯罪

の状況を地図で一目でわかるように落として

ございます。この内容につきましては県警の

ホームページに載っておりますので、これ

で、県民の皆さんが活用して、どの辺でこう

いう犯罪がありよるんだというような、いわ

ゆる情報発信活動、これが主でございます。 

 

○荒木章博委員 それは確かにわかります。

しかし、教育の実際、ＰＴＡとか、地域を巻

き込む防犯協会とか、巻き込んだことで教育

委員会のほうは一緒に取り組んでおられるこ

とはありますか。 

 

○髙野洋介委員長 済みません、もう教育の

ほうは終わっているんですが……。 

 

○荒木章博委員 それと一緒のことだもん

な。 

 

○髙野洋介委員長 ですけども、ただ、そこ

は……。 

 

○荒木章博委員 なら、いいです。なら、警

察のほうに。それは、学校とか、そういうと

ころと取り組んで、防犯協会とか、その地域

において落とされておりますか。 

 もちろんホームページを見たりすることは

簡単ですけれども、一般市民はなかなか見ら

れない。ただ、この安全マップづくりの表彰

を受けている人たちは、地域と学校と、そし

て地域の防犯とか、自治会とか、そういうま

ちづくりとどういうふうに対応していくかと

いうことが非常に表彰の対象になっているも

んですから、その点についてお答えをお願い

したい。 

 

○西郷警察本部長 今の件についてでありま

すが、県警察におきましては、警察本部レベ

ルのみならず、警察署におきましても、地域
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との連携というのを密接にとりながら警察行

政を進めているところでありまして、例えば

警察署レベルでありますと、警察署連絡協議

会というものがありまして、これで、地域の

いろんな代表の方の御意見、あるいは今おっ

しゃいましたような、この地域は最近犯罪が

多いように感じるとか、交通事故が心配であ

るとか、そういう御意見をいただきながらい

ろんな対策を行っております。 

 また、交番、駐在所も、管轄エリアにおき

ましても、それぞれの交番、駐在所ごとに地

域と連絡協議会を設けておりまして、この中

でも地域のそういう代表の方に入っていただ

いて、さらにきめ細かないろんな情報をいた

だきながら、治安対策といいますか、そうい

うことをやっておるところでありまして、引

き続きそういうものをしっかりと取り組んで

いきたいというふうに思っております。 

 

○荒木章博委員 先ほどちょっと申しました

けれども、学校の先生が、要するに子供たち

を道路、歩道を渡しているときに、赤信号で

どーんと当たった、子供たちも非常にショッ

クであったということがありました。そうい

った中で、先般、交通部長には、地元のＰＴ

Ａ会長さん、応援団長さんと一緒にお願い、

こういう危険箇所については、やっぱり県警

のできる範囲内――赤信号を突破していくな

ら、それはどうにも難しい。ただ、速度制限

とか――それは、もちろん道路管理者にかか

わる問題もあると思うんです、徐行しなさい

とかですね。そういったところの取り組みあ

たりも、やっぱり交通部長考えていただきた

いと思いますけれども、いかがでしょうか。 

 

○木庭交通部長 荒木委員がおっしゃいまし

た事故につきましては、まことに、子供さん

の誘導をされている中で、赤信号に気づかな

いといいますか、本人もぼおっとしていたと

テレビあたりの取材でも言っているみたいで

すけれども、まさしく悲惨な事故でありま

す。おけがをされましてですね。 

 県警の交通では、こういった通学路の問題

につきましては、もう去年全国的にも取り上

げられましたけれども、京都あたりでは、事

故等を受けまして、これは全国ですけれど

も、通学路の緊急点検というのは文科省、そ

れから国交省、警察庁３省の共催という形で

やっております。本県でも、学校関係者、そ

れから道路管理者、警察ということで、通学

路の緊急点検を昨年度やっております。その

結果、1,717カ所の危険箇所を発見といいま

すか、把握しまして、警察関係につきまして

も、横断歩道の設置等につきまして、順次今

改善を図っているところであります。 

 また、お手元の実現計画2012の新しいバー

ジョンですかね、済みません、これについて

は、新たに、交通の重点の一つに、通学路に

おける安全対策というのを重点の取り組みの

一つに加えているところであります。 

 荒木委員がおっしゃいましたその女性、小

学校の関係でございますけれども、事故自体

は、信号に気がつかなかったということで、

車両から見ますと、直前の灯器、それから、

もう一つ補助灯器ということですね。２つ灯

器があると。また、周辺にも子供さんがいっ

ぱいいると、保護者もいるという中で、それ

で気がつかなかったかということで、今施設

的な問題というのは、この事故に限っては特

別ないと考えていますけれども、ただ、ほか

にも周辺にはいろいろ問題があるということ

をお聞きしましたので、せんだって道路管理

者と現場の点検を実施しまして、今後またで

きる対策を一緒にやっていきたいと考えてお

りますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

 以上でございます。 

 

○荒木章博委員 非常におっしゃるとおり

で、信号を無視して、２灯器あるのを越えて
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きたというのはその本人が悪いわけです。 

 ただ、この広島県警の生安課長さんが最優

秀賞をもらっている中で、ここに書いてあり

ますのは、地域安全マップづくりの取り組み

という中で、一番、子供たちが危険な人に注

意するのではなく、犯罪が起こりやすい場所

に注意するという意識を持たせるようにとい

うものであるというふうに書いてあるんで

す。これは、今あるのは交通事故の関係です

から、ちょっと違いますけれども、教育委員

会間にも、やっぱり県警と一緒になって、自

分たちの地域は自分たち――警察官が、そこ

が危ないとか、教育委員会、学校の先生方

が、ここは危ないということを指示するんで

はなくて、子供たちから、みずからこんなと

ころが危ないところだと、危険な場所だと、

そういうことを認識させるような対応をやる

べきじゃないかと。これが、この警視庁の警

察大学の最優秀賞をもらって――私は全部読

んでみましたけれども、これに、小さいこと

は言いたくありませんけれども、これに尽き

るんだなと私は思いますので、そして、今言

われましたけれども、前回も自転車で死亡事

故が起きております。ちょうど教育長さんが

城西小学校を訪問されたときに、その日が葬

式の日でもございました。ですから、非常に

危険な場所、子供たちがその認識をしてい

く、親だけではなく、子供たちにそのマップ

づくりをしていくということを、ぜひ県警と

一緒になって教育委員会にもお願いをしたい

なというふうに思っております。 

 以上です。 

 

○髙野洋介委員長 この件に関しては、うち

の子供がこの間小学校に入学したんですけれ

ども、保護者が、入学したときに、危険場所

をチェックしながら、自分たちで地図をつく

って学校に提出するんですよ。その危険場所

には地域のボランティアの方々が交通ルール

を守るように指導されているので、そこら辺

は連携とられていると思われるので、もっと

連携を密にしながらやっていただきたいと思

っております。 

 ほかにありませんか。 

 

○早川英明委員 １つ教えてください。交通

部ですけれども、この信号機が、前年度10基

をつけられて、今回の予算では12基というふ

うに書いてありますけれども、大体年によっ

て違うというふうに思いますけれども、年に

何基ぐらいの申請がありますか。これは、そ

れぞれ新設をされるところは危険の箇所によ

って早く新設されるところもあるだろうし、

そういうことを含めまして何年待ちぐらいで

つけられるのか、これは一応聞いて、予算あ

たりもまた私たちも検討していかんといかぬ

じゃないかなというふうなこと思いましたも

んですから、ちょっとそこあたり教えてくだ

さい。 

 

○木庭交通部長 私も以前交通規制課長をさ

せていただきましたけれども、信号機の新設

要望というのは各署のほうに要望が直接来ま

す。そして、その要望が署から上がってきま

すけれども、署のほうでも、そういった要望

を受けて、その箇所を調査しまして、信号機

が全く必要のない箇所については、もうそこ

で説得といいますか、説明して、署が必要と

認めた数が本部のほうに大体例年上がってく

るんですけれども、ちょっと最近のこと、数

字はちょっと詳しく覚えていませんけれど

も、大体100基ぐらい、昔から大体100基ぐら

い、去年がそういう箇所が116カ所上がって

いるということで、もうここやはり10年ぐら

いは例年100基ぐらいの要望はあっていると

いう状況であります。 

 その中で、何年待てばつけられるかという

ことですけれども、やはりどうしても道路の

新設がございます。やはりバイパスとか完成

しますと、これはもうやっぱり今の道路は全
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て幹線道路ですので、ほとんどやっぱりそこ

には信号機が必要ということで、最近では、

去年が10基、ことしが12基予定していますけ

れども、その多くが、そういう新設道路のほ

うに回すケースがありまして、既設の道路に

要望があってもなかなかつけられないという

ところがありまして、ですから、その辺、何

年待てばつけられるというのは一概にはちょ

っと申せないところでございますけれども、

しかし、緊急性があれば、そこは最優先で対

応したいと思いますけれども。 

 

○早川英明委員 わかりました。いや、もう

それ以上のことは聞きません。 

 

○前田憲秀委員 説明資料の３ページなんで

すけれども、警察官１人当たりの負担人口の

グラフの説明をいただきました。私も、現場

の方、常々聞くのに、時間的制約さまざまで

御苦労されている、全体的に警察官の人数も

少ないというふうなお話も聞いて、もっと拡

充もすべきだというふうにも思っておりま

す。 

 黒塗りでしっかり示されているので、もう

しっかりこれはアピールされたいというグラ

フなんだと思うんですが、例えば、傾向でい

いますと、南九州は熊本と同じように負担人

口が多いわけですよね。北九州、北部九州と

いうのは少ないという傾向。これは何か意味

があるのかというのと、全国平均が501人で

すか、これに熊本を全国平均にするために

は、ここにありますように638人必要という

ことは、２割増員しないといけないわけです

よね。ある意味、この数字を見ると、非常に

深刻な状態じゃないのかなとも思いますけれ

ども、この見解もお尋ねしたいと思います。 

 そして、最後に、その反面、いろいろ今御

説明いただいて、刑法犯の認知件数、交通事

故死傷者、比較的減少しているんですよね、

熊本というのは。それだけやはり熊本県警の

皆さんが優秀だという逆にあかしになってい

るのか、そこら辺の感想もちょっとお尋ねを

したいんですけど、よろしいでしょうか。 

 

○黑岩警務部長 今のお話でございますが、

負担人口の話、先ほど言いましたように、60

8という形で非常に高い数になっておりま

す。これが北と南で意味があるのかというお

尋ねなんですが、我々として全てのことを把

握できる、全国の話ですので、県警として把

握できるわけではございませんのですが、事

の成り立ちとか、県警の生まれた経緯ですと

か、場所とか、そういうもので、もともとの

定数というのが、ばらつきの部分があるので

はないかと。例えば、福岡というのは大都市

圏であり、事件も多いし、これはもう個人的

な見解として聞いていただきたいのですが、

事件も多いので、やはり警察官の数も多いと

いう部分。片や、逆に言いますと、長崎など

は、事案も余り多くないという認識ではある

んですけれども、海岸線が長いとか、韓国と

の要衝であるとか、やはり島も多いとか、そ

ういう特殊事情で警察官の数が多くなってい

るとか、そういう部分のことがあるのかなと

いうふうに考えます。 

 ですから、逆に言いますと、この下のほう

の大分、宮崎、鹿児島、熊本というのは大体

同じような話で、今までの事件の状況である

とか、地形的なものだとか、面積だとかとい

う形を含めて、やはり逆に言うと、１人当た

りの人口という形になると、現在では負担が

多いのではないかなというふうに考えており

ます。 

 その２割以上という、先ほど言いましたよ

うに全国の501人にするにはというお話をい

ただきました。まさに、数としてそろえる部

分では、その２割増が必要であると。基本的

にはかなり困難というか、極めて困難という

か、数字でもありますし、ことしの増員とい

うものが全国で540程度の警察官が増員され
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ておりまして、そのうちの、今回の場合特殊

なんですが、100人が福岡県警に例の暴力団

対策で増員されているというような状況もご

ざいます。警察官１人を増員するに当たって

は、もちろん県の予算も必要でありますけれ

ども、国の予算にも連動してまいりますの

で、その中で、厳しい財政状況の中、すぐに

というか、大きな数での増員というのは今後

もなかなか難しいのだろうと思っておりま

す。 

 ただ、その中で、このアピールをしている

というのは、まさに状況としてはこうであり

ますので、少しでも増員を認めていただける

ようにという形で608という数字を出して主

張していきたいというか、お願いはしてまい

りたいということでありますし、議員の皆様

にも御理解をいただければという形でこうい

うふうにしているということでございます。 

 減少についていえば、まさに2012の取り組

みの結果として、犯罪が、発生自体は減少し

ているということでございますので、それは

成果を上げているということで理解をしてい

ただけると大変うれしく思うところでござい

ます。 

 以上でございます。 

 

○前田憲秀委員 先ほど個人的な御見解とい

うことで長崎の例もあったんですけれども、

鹿児島はもっと離島も抱えていますし、やは

り背景的にはどうもなかなかこのグラフでい

うと、何の背景があるのかなというのがまだ

ちょっと疑問が残るところではあるんですけ

れども、ただ、この数値、負担率といいます

か、負担人口というのからすれば、やはり御

苦労が多いのかなという認識はありますの

で、何らかの形で、これは少しでも改善でき

るようにやっていくべきだなと私も認識をさ

せていただきました。しっかり頑張っていた

だきたいと思います。 

 以上です。 

 

○髙野洋介委員長 ほかに質疑はございませ

んか。 

  （｢ありません」と呼ぶ者あり) 

○髙野洋介委員長 なければ、これで質疑を

終了いたします。 

 次に、その他に入ります。 

 その他で何かありませんか。 

 

○荒木章博委員 大事なことだもんですから

ちょっとお伝えしておこうと思います。 

 プールで非常に重体、また、水死した子供

たちがいる。実際こういう状況の中で、プー

ル開放については、心肺蘇生の講習を受けた

人じゃなければいけないとか、警備会社に依

頼をするとか、しかし、その中にもＰＴＡが

ついていなきゃいけない。そうなると、小規

模校の学校になると、もう子供は泳がせぬ

で、もう管理はしないというような意見が出

てくると思うんですね。そういったところ

で、そうなると、子供たちがやっぱり夏休み

にプールで泳げないというのは、実際花園小

学校で重体の子供が起きて、私も現地を見

て、やっぱりそういったところの子供たちが

ストレスになると、その期間中。そういった

対応の仕方というのを非常に厳格にやるのは

いいと思うんですけれども、そういう安全性

についてどういうふうに教育委員会は考えら

れているのか、ちょっとお尋ねしたいのが１

点です。 

 それともう一つは、不祥事がきょう２本載

っておりましたけれども、この近くの中学校

で47歳の先生が盗撮ですか、をやったと。許

しがたき行為なんですよね。この先生は、21

年間臨採になっているんですよね。臨採にな

って、そして高校を勤めてやめたんですよ

ね。ただ、そういうやめた原因とか何とかを

調査して、きちんとした、臨採であっても、

それに準ずるような指導者として、教師とし

て、臨採であっても、そういう人であっても
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把握をやっぱりされているのかということを

ちょっとお尋ねしたいと。いや、これは熊本

市のことだから関係ないということもあるか

もしれぬけれども、そういうやっぱりお互い

の県、市の連携なんかも考えていかれている

のかということをお尋ねしたいというふうに

思います。 

 

○髙野洋介委員長 まず、１点目のプールに

関しては……。 

 

○平田体育保健課長 体育保健課でございま

す。 

 プールの監視体制につきましては、安全性

の確保というふうなことでございまして、今

先生からございました心肺蘇生法の件とか、

体制の人数の確保のほかに、連絡方法の確

認、携帯電話を持っていってすぐ連絡がとれ

ること、あるいはプール開放時には必ずＡＥ

Ｄを持参するとか、そういった安全性の確保

について、昨年の熊本市での事故があった折

には、ＰＴＡの会長名のところで、ＰＴＡの

ほうとも、教育委員会とも連携しながら、そ

ういった文書を出したところでございます。

そういった体制を整えることが必要かと考え

ております。 

 以上でございます。 

 

○髙野洋介委員長 次の……。 

 

○山本学校人事課長 学校人事課でございま

す。 

 本日報道がなされておりました47歳の教員

の方の事案でございますけれども、以前県立

高校にお勤めということで、これについては

処分の事例とかございません。そういうこと

を採用のとき、日ごろから把握しているかと

いうことでございますが、私ども、いろいろ

そういう情報については収集しておりまし

て、いろいろ経歴等については十分チェック

しながら、いろんな採用活動は行っていると

ころでございます。 

 熊本市あたりから、そういう何か情報提供

を求められたりすることがあれば、そういっ

たことについてはお答えをしていきたいと思

っておりますが、今回のこの事案について

は、特段そういうお問い合わせ等はあってな

かったというふうに思っております。 

 

○荒木章博委員 それと、和水町でも、いろ

いろ今まで悲惨な事件が起きて上川課長は大

変だったろうと思いますし、教育委員会にも

ファクスで一応連絡が来ます。個人的に私の

ことを言うと、私のファクスの部屋は、一番

奥の部屋でドアがあるんですよ。ですから、

ファクスを送っとって、テレビで報道して、

後からファクス、次の日見たということがあ

ります。できれば、議員さんには、こうして

ファクスを送ったよと、留守番電話でもいい

ですけれども、何かそういう丁寧さがあって

もいいんじゃないかな。そしてまた、熊本

に、こちらに来ても、やっぱりあれだけの事

件が起きたら、何らかの形で委員には説明を

すべきだと私は思います。いかがですか。 

 

○上川高校教育課長 先生御指摘のところ

は、配慮が足りませんでしたことはまことに

申しわけありませんでした。今後十分配慮を

しながら対応させていただきたいと思いま

す。申しわけありませんでした。 

 

○荒木章博委員 もうきょうは１回目ですか

ら余りいろいろ――たくさんありますけれど

も。 

 管理職の試験登載の問題で、熊本市がこの

前やりました。100％から今度42.8％落ちま

したね。同時試験をやりました。同時試験を

やったら半分以下ですよ。全部100％だっ

た。だから、教育長さん、今度５月にその担

当の委員会で最終的な決議がされると思いま
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すけれども、やっぱりこういう半分に落ち

る。だから、先生方はぱっと上がっています

よ、一般の現場の先生方は、県の採用試験。 

 県警は、警視試験は現場の人も本部も一緒

ですかね。一緒でしょう。ここは、県の教育

委員会は試験問題が違う、試験日が違うもん

だから。だから、熊本市の場合は、昨年一緒

にやったもんだから、100％が半分以下にな

ったんですよ。そして、一般現場の先生は5.

6％が23％上がった。だから、先生方がやる

気が出たんだ。勉強して、この試験は一般的

には指導主任向けの試験だったんですよ。 

 しかし、非常に公平性が保たれているとい

うことで、先生方のやる気が起きていると。

だから、先生方も忙しいんですよ、クラブ活

動も含めて。しかし、やる気がある先生方

は、公平、公正に判断をして、点数を見せ

て、試験問題今返していますけれども、返し

て、やっぱり公平、公正にやれば、先生たち

はやる気も出ると思います。だから、私は厳

しいことを言うようですけど、熊本県の子供

たちのために、教育界のために、私はこれは

５月にきちんとした対応をしていただければ

と最後にお願いをして、要望して終わりま

す。 

 

○髙野洋介委員長 ほかにございませんでし

ょうか。 

 

○松田三郎委員 教育長にちょっと、非常に

基礎的な質問で恐縮ですけれども、私は過去

に３回ほどこの委員会に属したことありまし

て、文教治安常任委員会と言っておりまし

た。かねがね思っておりましたが、教育委員

会の委員長というのは委員会に出席なさらな

いわけですよね。慣例によりなのか、何か理

由があってなのか――場合によっては政策課

長かもしれません。何か理由があったら教え

ていただければ……。 

 といいますのが、もちろん本会議には御出

席ですが、今の政権内部で教育委員会のあり

方をいろいろ議論がなされておる。これは思

うに、市町村の教育委員会を念頭に置いた議

論なのかもしれませんが、ということは、我

々がここでやっている議論をぜひ委員長に

も、いろいろ復命とか御報告はあっていると

は思いますけれども、そういうケースも必要

だろうし、逆に我々が県民に聞かれて教育委

員会の話をするときに、こういうところをア

ピールしたいというのが委員長のお考えの中

にもあるときもあるかもしれませんので、場

合によっては、また委員長に御相談して、何

かそういう意見を交換する場、昨年あったと

聞いておりますけれども、とか、別にここに

呼び出してつるし上げようとか思っているわ

けではございませんが、何かもともとそうな

のか、御存じの範囲でちょっと理由をお聞か

せいただければと思います。 

 

○田崎教育長 私も詳しいことは存じ上げて

おりませんけれども、本会議には委員長が出

てこられると。委員会には、従来から委員長

は出ずに教育長以下で対応しているという、

どちらかというと、我々は事務局、私の立場

としては、教育委員でもありますけれども、

教育委員会の事務局長という立場でもありま

して、言うなら、事務局長という立場以下で

出ているのかなと思っております。 

 昨年も、溝口委員長の文教治安常任委員会

のときに、当時の文教治安常任委員会と教育

委員会との意見交換会等もやられた経緯がご

ざいます。そういう機会をまた今後も持って

いただければ、そういう中で、いろいろなや

りとりとかいうのはできるのではないかなと

いうふうに思っております。 

 基本、委員長というのは別に仕事を持たれ

て、うちの委員長ということではありません

けれども、そういう方が多いもんですから、

そういう配慮がなされているのではないかな

というふうには思っております。 
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 以上でございます。 

 

○荒木章博委員 今の関連して。 

 教育委員長に関することなんですけれど

も、教育再生会議に蒲島知事は就任をされ

て、４月18日の新聞に、教育再生会議の教育

長の権限、現在の田崎教育長の権限につい

て、責任を今までの教育委員長でなくて、行

政と、要するに権限を、責任を集中させると

いうことで、教育再生会議では大まか話にな

ったんだ。ただ、知事は、その教育長が権限

を強く出るのには、教育界には異論をされて

おる。これは、熊本で言うんじゃなくて、教

育再生会議で言うべきですよ。 

 

○田崎教育長 それは、蒲島知事も教育再生

会議の中でしっかり言われていまして、今回

の第２次提言の中でも、蒲島知事が言われた

ことは文書としてちゃんと残ってございま

す。 

 

○荒木章博委員 教育長はどう考えられます

か、この意見には。 

 

○田崎教育長 蒲島知事の意見としては、合

議制の執行機関である教育委員会制度を基本

的には維持しつつ、教育長、首長の任命によ

ることとし――教育委員会規則の制定の改廃

とか、具体的な教職員の人事の決定は教育長

に委任するとか、今の現行制度で変えるべき

ところがまずはありはしないかというのが蒲

島知事の意見でございますけれども、私も同

じ意見だということでお答えをしておりま

す。 

 

○荒木章博委員 私はそれでいいんですよ

ね。ただ、教育委員長を、今の時点では教育

委員長を任命するときに、任命する権者は知

事なんですよ。教育長じゃないですよ。 

 

○田崎教育長 教育委員……。 

 

○荒木章博委員 済みません、教育委員を選

任するときは知事が提案をするわけですね。

ただ、今の時点、今の時代は、教育委員会が

交渉されたりしているもんだから、そういう

のはきちんと僕はやるべきだということです

よ。それがきちんとできて、教育長が教育委

員に指名される、将来教育委員長になるべき

人に対して、どういった考えで、どういった

政策で、どういったいじめとか、そういうの

に今の教育現場どうなっているのかというこ

とを尋ねて任命されれば、教育再生会議の言

うのは僕は反対です。ただ、今それができて

いないから私は知事がやるのはおかしいと僕

は思います。 

 以上です。終わります。 

 

○髙野洋介委員長 ほかにございませんでし

ょうか。 

  （｢ありません」と呼ぶ者あり) 

○髙野洋介委員長 なければ、以上で本日の

議題は全て終了いたします。 

 それでは、これをもちまして第２回教育警

察常任委員会を閉会いたします。 

 委員各位、執行部の皆さん大変長い時間お

疲れさまでございました。 

  午後５時５分閉会 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により

ここに署名する 

  教育警察常任委員会委員長 
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